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人口の動き
――４月１日現在――
男 4,055（－14）
女 4,151（－28）
計 8,206（－42）
世帯数 2,287（－6）
（ ）は前月比較
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ま
ず
、商
業
者
の
卵
か
ら

賑
わ
い
空
間
創
出
事
業
は
、
昨
年

十
一
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
千
手
温

泉
・
千
年
の
湯
を
核
と
し
て
、
健
康

増
進
施
設
、
生
涯
学
習
施
設
、
商
業

エ
リ
ア
な
ど
が
有
機
的
に
結
び
つ
い

て
新
し
い
賑
わ
い
の
場
を
創
っ
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
う
ち
商
業
エ
リ
ア
は
、
施
設

や
環
境
整
備
よ
り
も
、「
こ
う
い
う

商
売
を
や
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
個

人
や
団
体
の
「
思
い
と
行
動
」
が
と

り
わ
け
重
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
㈱
ま
ち
づ
く
り
川
西

を
中
心
に
、
町
、
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
、

共
同
店
舗
準
備
会
等
が
協
力
し
あ
っ

て
、
商
業
エ
リ
ア
へ
の
出
店
を
考
え

る
た
め
の
事
前
事
業
の
検
討
が
続
け

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
的

要
素
を
持
っ
た
「
実
験
的
商
業
」
の

場
を
設
け
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握

や
、
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
新

た
な
商
業
者
の
育
成
を
目
指
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

二
月
二
十
五
日
、
商
工
会
館
で
、

そ
の
実
験
的
商
業
へ
の
参
加
希
望
者

や
関
係
者
が
集
ま
っ
て
、
打
ち
合
わ

せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
実
験
的
商
業
を
展
開

す
る
場
所
や
期
間
、
事
業
展
開
に
伴

う
協
定
・
出
店
契
約
等
の
検
討
や
、

出
店
者
組
合
の
代
表
者
等
の
選
出
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
場
所

は
千
年
の
湯
に
隣
接
す
る
民
地
を
借

り
る
部
分
と
千
年
の
湯
の
敷
地
の
一

部
、
期
間
は
、
平
成
十
四
年
四
月
か

ら
平
成
十
六
年
九
月
ま
で

と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
出
店
者
組
合

の
代
表
者
に
小
林
英
男
さ

ん
（
小
林
米
穀
店
）
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
常
設
出
店
と

季
節
出
店
、
土
日
祝
祭
日

及
び
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
出

店
等
、
い
く
つ
か
の
パ
タ

ー
ン
で
出
店
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
な
ど
地
域
の
自
主
的

活
動
の
中
で
は
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と

で
、
ま
ず
事
業
を
立
ち
上
げ
て
、
い

ろ
ん
な
パ
タ
ー
ン
を
試
し
な
が
ら
よ

り
よ
い
方
向
に
持
っ
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、「
歩
き
な
が
ら
考
え
る

商
売
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
一

攫
千
金
を
ね
ら
う
の
で
は
な
く
、

「
ロ
ー
リ
ス
ク
・
ロ
ー
リ
タ
ー
ン
」

な
が
ら
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
、
地

域
の
中
で
ま
わ
る
経
済
を
生
み
出
し

て
い
く
仕
組
み
と
し
て
、
全
国
各
地

で
展
開
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

千
年
続
く
市
に
！

三
月
十
九
日
、
千
年
の
湯
に
出
店

予
定
者
、
関
係
者
が
集
ま
っ
て
、
出

店
位
置
や
規
模
、
取
り
扱
い
商
品
の

確
認
、
実
験
的
商
業
の
名
称
決
定
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
店
舗
の
位
置
は
、
常
設
出
店
が

借
地
の
部
分
、
季
節
出
店
と
休
日
・

イ
ベ
ン
ト
時
等
出
店
が
千
年
の
湯
敷

地
内
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
店
を
出
さ
ん
に
、『
実
験

的
商
業
』
と
い
う
名
前
じ
ゃ
、
ど
う

も
力
が
出
ね
な
」
と
い
う
こ
と
で
、

新
し
い
名
称
を
つ
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
く
つ
か
の
案

の
中
か
ら
「
千
年
の
市
」
と
命
名
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、「
千
年
も

続
く
よ
う
な
賑
わ
い
の
場
に
し
よ

う
！
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
る
〈
２
〉

千
手
温
泉
・
千
年
の
湯
が
オ
ー
プ
ン
し
て
四
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
温
泉
に
は
、
毎
日
多
く
の
人
が

訪
れ
、
満
員
御
礼
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
と
ら
え
て
、「
訪
れ
た
人
た
ち
が
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
食
事
や
買
い
物
が
楽
し
め
、

地
域
の
生
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
空
間
を
創
ろ
う
」
と
い
う
「
実
験
的
商
業
」
の
動
き

も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

特
集
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

打ち合わせ会議では様々な話題が具体的に話し合われます

「こうしたらどうだろう」みんな身を乗
り出して考えます

店舗の配置もカード化した平面
図を動かしながら決めました

「千年の市」と命名されると拍手が沸き上がり
ました
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い
ま
す
。

地
元
の
力
を

見
て
く
だ
さ
い
！

出
店
者
を
各
部
門
ご
と
に
紹
介
し

ま
す
。

（
①
業
種
名
、
②
主
な
内
容
、
③
店

舗
の
イ
メ
ー
ジ
、
④
こ
れ
が
ウ
リ
で

す
）

●
常
設
出
店
部
門
（
通
年
）

石
沢
　
実
さ
ん
（
田
中
町
）

①
飲
食
業

②
そ
ば
・
う
ど
ん
等

③
木
造
風
の
落
ち
つ
い
た
雰
囲
気
の

店
に
し
ま
す
。

④
地
元
（
小
千
谷
）
産
の
そ
ば
粉
で

打
っ
た
自
慢
の
そ
ば
で
す
。
あ
っ

た
か
い
の
も
あ
り
ま
す
。

小
林
英
男
さ
ん
（
小
林
米
穀
店
）

①
小
売
業

②
山
菜
お
こ
わ
、
笹
団
子
等

③
市
場
風
の
店
で
す
。

④
「
今
日
作
っ
た
も
の
」
で
勝
負
し

ま
す
。

羽
鳥
　
清
さ
ん
（
㈱
松
葉
荘
）

①
飲
食
業

②
た
こ
焼
き
、
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
情

報
の
提
供

③
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
の
イ
メ
ー

ジ
で
す
。

④
画
期
的
な
自
動
た
こ
焼
き
機
を
導

入
し
ま
す
。「
生
の
情
報
」
を
提

供
し
ま
す
。

蔵
品
　
守
さ
ん
（
望
憩
人
）

①
飲
食
業

②
ラ
ー
メ
ン
、
焼
き
肉
等

③
プ
レ
ハ
ブ
に
見
え
な
い
よ
う
な
店

に
仕
上
げ
ま
す
。

④
地
元
（
川
西
町
）
産
の
ハ
ー
ブ
豚

を
使
い
ま
す
。
骨
ま
で
「
純
生
」

で
す
。

●
季
節
出
店
部
門
（
四
月
〜
九
月
）

ふ
れ
あ
い
女
性
部
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
女
性

部
・
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
）

①
小
売
業

②
自
家
栽
培
野
菜
、
リ
サ
イ
ク
ル
品

等
③
温
泉
帰
り
に
気
楽
に
立
ち
寄
れ
る

店
で
す
。

④
新
鮮
な
「
朝
ど
り
野
菜
」
を
提
供

し
ま
す
。

●
休
日
・
イ
ベ
ン
ト
出
店
部
門
（
土

日
祝
祭
日
及
び
温
泉
イ
ベ
ン
ト
時
）

渡
貫
文
人
さ
ん
（
清
水
フ
ー
ド
だ
い

も
店
）

①
小
売
業

②
野
菜
・
花
の
苗
、
手
づ
く
り
子
供

服
等

③
夜
店
の
雰
囲
気
を
出
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

④
川
西
の
「
隠
れ
た
特
産
品
」
を
発

掘
・
提
供
し
ま
す
。

北
村
力
世
さ
ん
（
㈱
く
り
や
商
店
）

①
小
売
業

②
野
菜
、
果
物
、
一
般
食
品
等

③
に
ぎ
や
か
な
店
に
し
た
い
で
す
。

④
地
元
の
力
を
見
て
く
だ
さ
い
！

営
業
時
間
は
、
午
前
十
時
か
ら
午

後
十
時
の
間
で
、
出
店
者
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
は
、
四
月

二
十
一
日
（
日
）
を
目
指
し
て
準
備

中
で
す
。（
詳
し
く
は
、
㈱
ま
ち
づ

く
り
川
西
発
行
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）

み
ん
な
で
育
て
よ
う
！

今
回
出
店
す
る
み
な
さ
ん
は
、
賑

わ
い
空
間
の
商
業
エ
リ
ア
内
に
出
店

す
る
前
段
と
し
て
、
消
費
者
ニ
ー
ズ

の
把
握
や
様
々
な
情
報
交
換
を
す
る

た
め
に
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
結
果
は
、
商
業
エ
リ
ア
整
備

の
進
み
方
も
含
め
て
、
後
に
な
っ
て

み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、「
一
歩
踏
み
出
し
て
み

よ
う
」「
い
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
」

と
い
う
思
い
は
、
出
店
者
で
あ
る
か

利
用
者
で
あ
る
か
に
関
わ
り
な
く
、

み
ん
な
が
共
通
に
持
っ
て
い
る
も
の

で
し
ょ
う
。

出
店
組
合
の
組
合
長
で
あ
る
小
林

英
男
さ
ん
は
「
商
売
が
大
変
な
時
代

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
逆
転
の
発
想

も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
十
日
町
の

大
型
店
と
こ
の
辺
り
は
車
で
五
分
の

距
離
で
す
。
そ
こ
の
お
客
さ
ん
か
ら

こ
ち
ら
へ
出
向
い
て
も
ら
う
く
ら
い

の
こ
と
を
し
た
と
思
い
ま
す
。
賑
わ

い
の
起
爆
剤
に
な
り
た
い
で
す
ね
」

と
、「
千
年
の
市
」
に
か
け
る
思
い

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
、
発
展

し
、
賑
わ
い
の
場
が
広
が
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
地
域
全
体
が
参
加
し
、

育
て
て
い
く
姿
勢
が
重
要
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
に
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

「あったかい雰囲気
をつくりたい」とい
う石沢実さん

「発想を変えてやっ
てみよう」と呼びか
ける小林英男さん

「お客さんと生のや
りとりがしたい」と
語る羽鳥清さん

「地元のいいものを
メインにしたい」と
いう蔵品守さん

「町の女性が元気になるような場
所にしたい」というふれあい女性
部のみなさん

「川西町には特産品になり
うるものがまだまだありま
す」という渡貫文人さん

「いろんなことを試
したい」という北村
力世さん

「市」には「賑わい」「ときめき」の要素があります



歳出 
の部 

歳入 
の部 

地方交付税地方交付税 
43.7

地方交付税 
43.7

町債町債 
10.6
町債 
10.6

繰入金繰入金 
8.8
繰入金 
8.8

県支出金県支出金 
6.0

県支出金 
6.0

国庫支出金国庫支出金 
5.8

国庫支出金 
5.8

町税町税 
15.3
町税 
15.3

その他その他 
9.9
その他 
9.9

その他その他 
10.1
その他 
10.1

教育費教育費 
8.4
教育費 
8.4

衛生費衛生費 
9.6
衛生費 
9.6

農林水産業費農林水産業費 
11.0

農林水産業費 
11.0

総務費総務費 
11.1
総務費 
11.1

民生費民生費 
14.6
民生費 
14.6

公債費公債費 
15.4
公債費 
15.4

土木費土木費 
19.9
土木費 
19.9

（単位：％） 
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平
成
十
四
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま

し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
五
〇
億

三
、
四
〇
〇
万
円
で
、
前
年
度
対
比

一
、
〇
〇
〇
万
円
、
〇
・
二
％
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
で
は
、
町
税
、
地
方
交
付
税

に
つ
い
て
は
、
長
引
く
景
気
低
迷
や

制
度
改
正
な
ど
に
よ
り
い
ず
れ
も

二
％
程
度
減
少
し
て
い
ま
す
。
国
庫

支
出
金
は
千
手
保
育
園
大
規
模
改
造

事
業
や
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業

な
ど
の
新
規
国
庫
補
助
事
業
へ
の
取

り
組
み
に
よ
り
一
一
一
・
五
％
と
大

幅
な
増
、
県
支
出
金
は
中
山
間
地
域

総
合
整
備
事
業
を
縮
減
し
た
た
め

九
・
二
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
施
設
の
完
成
や
中
山
間

地
域
総
合
整
備
事
業
な
ど
に
続
く
大

規
模
事
業
の
手
控
え
に
よ
り
、
町
債

発
行
額
は
過
去
十
年
で
最
も
少
額
に

抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
に
歳
出
で
す
が
、
性
質
別
に
見

る
と
、
普
通
建
設
事
業
費
は
、
賑
わ

い
空
間
温
泉
施
設
の
建
設
完
了
や
中

山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
が
最
終
年

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
事
業
減
少
に

よ
り
一
三
・
五
％
減
、
公
債
費
は
、

平
成
十
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
建

設
や
み
の
り
団
地
の
住
宅
建
設
な
ど

の
財
源
と
な
っ
た
起
債（
町
の
借
金
）

の
元
金
償
還
が
始
ま
る
た
め
八
・

一
％
増
、
繰
出
金
は
、
下
水
道
事
業

及
び
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出

し
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
九
・

一
％
の
増
、な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

公
債
費
（
起
債
の
償
還
金
）
が
歳

出
を
圧
迫
し
て
い
く
な
か
で
、
賑
わ

い
空
間
創
出
事
業
な
ど
大
き
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し
て
い
る
間
は
、

他
の
普
通
建
設
事
業
、
特
に
集
落
内

の
生
活
道
路
の
整
備
な
ど
が
後
年
度

に
送
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
十

四
年
度
に
は
こ
う
し
た
現
状
を
少
し

で
も
改
善
す
る
た
め
、
基
金
の
繰
入

れ
に
よ
り
事
業
費
を
確
保
す
る
な

ど
、
予
算
に
メ
リ
ハ
リ
が
付
い
た
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
と
六
つ
の
特
別
会
計
の

合
計
予
算
額
は
七
九
億
三
、
一
九
〇

万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ

七
、
六
六
〇
万
円
、
一
・
〇
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
各
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
六
ペ
ー
ジ
か
ら
の
「
今
年
度
の

目
玉
事
業
は
こ
れ
だ
！
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

平成14年度一般会計予算〈50億3,400万円〉の内訳

平
成
14
年
度
の

一
般
会
計
予
算
を
読
む

〈歳入〉「その他」の内訳
諸収入 ……………………2.1
使用料および手数料 ……1.4
地方消費税交付金 ………1.3
分担金および負担金 ……1.3
地方譲与税 ………………1.3
繰越金 ……………………1.0
自動車取得交付金 ………0.6
地方特例交付金 …………0.4
財産収入 …………………0.3
利子割交付金 ……………0.2
交通安全対策特別交付金 0.0
寄附金 ……………………0.0

〈歳出〉「その他」の内訳
消防費 ……………………3.7
商工費 ……………………3.1
議会費 ……………………1.6
災害復旧費 ………………0.9
労働費 ……………………0.5
予備費 ……………………0.3
諸支出金 …………………0.0

多方面からの議論を経たうえで予算は成立します
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区　分
●印：新世紀かわにし創造事業（特別枠事業：事業費合計7,451万円）
○印：その他の主要事業

予 算 額
（単位：万円）

１夢を育む
人づくり

●新規：いきいきホリデイエンジョイ事業（学習・スポーツ体験活動）
●新規：特色ある学校づくり運動事業
●情報通信技術講習事業（ＩＴ普及のための初級・中級講習の実施）
○新規：地域ジュニアスポーツクラブ育成事業（競技スポーツのジュニア層育成・強化）
○新規：学習意欲向上事業（町内一斉学力検査の実施）

351

389

348

370

69

２健康で安
心して暮
らせる地
域づくり

●子育て支援事業（子育てグループの活動補助等）
●新規：乳幼児こころの栄養づくり事業（絵本の読み聞かせや貸し出し）
●介護予防事業（家族介護教室や転倒骨折予防教室の開催）
○健康増進施設整備事業（健康プール基本・実施設計、敷地関連工事）
○水中運動教室
○新規：千手保育園大規模改造事業

65

20

84

6,448

419

1億2,210

３働く喜び
にあふれ
る産業づ
くり

●新規：地産地消支援事業（交流、普及宣伝、特産品開発等を支援）
●認定農業者、生産組織ＩＴ化支援事業（情報通信機器の導入を支援）
●緊急地域雇用創出特別基金事業（緊急かつ臨時的な雇用・就業機会の創出）
○仙田地域総合整備事業（つり橋、東屋、散策道、植栽等整備）
○水田営農活性化対策（生産調整）費
○中山間地域直接支払交付金

100

120

964

1億3,096

4,417

2,205

４快適で美
しい環境
づくり

●新規：エコタウン推進事業（環境先進町をめざして）
① 環境基本計画策定事業
② 生ごみリサイクル普及啓発事業
③ 食品リサイクル総合対策推進事業

●新規：地域新エネルギービジョン策定事業（新しいエネルギー源の調査）
○生活関連道路整備事業（道路改良、舗装等）
○克雪対策事業（除雪機械の更新、流雪溝及び流末河川整備等）

3,487

1,052

2億1,857

5,006

５楽しさ広
がるふる
さとづく
り

●まちづくり活動支援事業（住民の自立的な活動を支援）
●新規：ネットステージ全国かわにし交流事業（奈良県川西町の劇団公演）
○賑わい空間整備事業（商業施設エリア、道路・消雪施設整備）
○新規：中心市街地活性化事業（「実験的商業」の展開）

250

221

2億6,579

532

６開かれた
自主的行
政の推進

《新世紀かわにし創造事業》
21世紀のスタートに当り、予算の特別枠を設け、時代を切り拓く先導的な事業や重要な行政課題に果敢にチャ

レンジしていくためのもの。

事業期間：平成13～15年度 事業規模：3年間で1億5千万円　対象事業：住民主体のまちづくりに関する事業
（環境対策事業、起業や地域の活性化を促す事業、新たな時代を担う人づくり事業、時代の潮流を捉えた事業等）

○市町村合併問題の検討（住民検討委員会の設置、資料収集･調査等）
○行政の情報化推進（住民基本台帳の全国ネット化等）

129

1,301

川西町平成14年度予算　主要な施策

このまちで輝いて生きる！

★後日、平成14年度予算をわかりやすく説明した「まちの予算書」を全戸配布します。是非ご覧ください。
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川
西
町
議
会
第
一
回
定
例
会
に
お

い
て
、
平
成
十
四
年
度
の
予
算
や
各

事
業
の
審
議
が
行
わ
れ
、
議
決
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
、
田
口
町
長

の
施
政
方
針
演
説
か
ら
抜
粋
し
て
紹

介
し
ま
す
。

衆
国
で
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
が
発
生

し
、
新
世
紀
に
託
し
た
世
界
中
の

人
々
の
希
望
が
打
ち
砕
か
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
日
本
経
済
も
、
こ
の
テ

ロ
事
件
以
降
加
速
度
的
に
経
済
指
標

が
悪
化
し
、
深
刻
な
不
況
に
陥
っ
て

い
く
な
ど
の
暗
い
話
題
が
多
い
中
に

あ
っ
て
、
十
二
月
に
は
皇
太
子
殿
下

並
び
に
雅
子
妃
殿
下
と
の
間
に
敬
宮

愛
子
内
親
王
殿
下
が
ご
誕
生
さ
れ
ま

し
た
こ
と
は
、
唯
一
の
明
る
い
ニ
ュ

ー
ス
で
あ
り
ま
し
た
。

新
年
度
こ
そ
明
る
く
希
望
の
も
て

る
年
と
な
る
よ
う
念
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
が
町
長
に
就
任
し
て
か
ら
、
早

い
も
の
で
間
も
な
く
四
年
目
を
迎
え

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
一

貫
し
て「
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
基
本
姿
勢
と
し
、
町
民
の
目
線
に

立
っ
て
行
政
を
執
行
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
行
政
参
画
へ
の
住
民
意
識
の

高
ま
り
に
応
え
、
委
員
の
一
部
公
募

や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
し

て
住
民
と
の
対
話
を
続
け
な
が
ら
、

地
域
最
大
の
社
会
的
資
源
で
あ
る

「
農
」
を
基
軸
と
し
て
、
農
業
や
農

村
社
会
、
農
村
環
境
を
活
用
し
た
、

川
西
町
な
ら
で
は
の
ま
ち
づ
く
り
に

心
掛
け
て
き
ま
し
た
。

川
西
町
が
将
来
進
む
べ
き
方
向

は
、
地
域
住
民
の
視
点
に
立
ち
、
町

民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
見

極
め
て
ま
い
り
た
い
と
念
じ
て
お
り

ま
す
。合
併
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
難

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
の
多
い
と
き

こ
そ
、
逆
に
次
の
発
展
の
礎

を
築
く
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
て
、
な
に
ご
と
に
も
怯

ま
ず
に
挑
戦
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。こ

の
た
め
、「
住
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」、「
環

境
対
策
事
業
」、「
起
業
や
地

域
の
活
性
化
を
促
す
事
業
」、

「
新
た
な
時
代
を
担
う
人
づ

く
り
事
業
」を
重
点
と
し
て
、

力
強
く
実
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

米
百
俵
の
精
神
に
学
ぼ
う

（
夢
を
育
む
人
づ
く
り
）

私
は
常
々
、「
ま
ち
づ
く
り
」
は

「
人
づ
く
り
」
で
あ
る
と
申
し
上
げ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
豊
か
な
個
性
と

創
造
性
に
あ
ふ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
可

能
性
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
く「
人
」

を
育
て
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な

り
ま
す
。
昨
年
は
小
泉
政
権
誕
生
の

際
、「
米
百
俵
の
精
神
」
が
紹
介
さ

れ
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、

ま
さ
に
「
人
づ
く
り
」
の
原
点
は
こ

こ
に
あ
る
わ
け
で
、
二
十
一
世
紀
百

年
を
か
け
て
の
「
人
づ
く
り
」
が
始

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

新
世
紀
創
造
事
業
と
し
て
取
り
組

む
三
つ
の
人
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

ご
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

最
初
に
、
い
き
い
き
ホ
リ
デ
イ
エ

ン
ジ
ョ
イ
事
業
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
土
曜
日
を
休
業
日
と
す
る
学
校

週
五
日
制
が
十
四
年
度
か
ら
完
全
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
週
末
を
利

用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
や
ス
ポ
ー

ツ
体
験
活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
豊
か
な
学
習
や
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
体
験
を
通
し
て
「
生

き
る
力
」
を
育
む
た
め
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
連
携
し
て
環
境
づ
く
り

を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
運

動
事
業
で
あ
り
ま
す
。
平
成
十
四
年

度
か
ら
義
務
教
育
課
程
に
「
総
合
的

な
学
習
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
地
域
や
学
校
、
子
ど
も
た
ち
の

町長施政方針

議会で施政方針を述べる田口町長

「地域の宝発見」に子供たちは目を輝かせます
（橘小学校の節黒城探検）

課
題
が
多
い
と
き
こ
そ

チ
ャ
ン
ス

二
十
一
世
紀
の
幕
開
け
と
な
っ
た

十
三
年
度
は
、
九
月
に
ア
メ
リ
カ
合

今年の目玉事業はこれだ！
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実
態
に
即
し
て
、
各
学
校
が
創
意
工

夫
を
し
な
が
ら
特
色
あ
る
教
育
活
動

を
展
開
す
る
も
の
で
、
二
十
一
世
紀

を
生
き
抜
く
児
童
生
徒
に
必
要
な
資

質
や
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
こ
う
し
た
活
動
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

続
い
て
、
情
報
通
信
技
術
講
習
事

業
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年
か

ら
開
設
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基

礎
技
能
講
習
を
継
続
し
て
行
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。
大
勢
の
町
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
お
願
い
す
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
主
要
な
事
業
で
は
、

平
成
二
十
一
年
に
開
催
予
定
の
地
元

新
潟
国
体
の
成
績
向
上
に
向
け
、
新

規
に
地
域
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
育
成
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
町
単
独
の
新
規
事
業
と
し

て
、
学
習
意
欲
向
上
事
業
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
小
学
校
二
年

生
か
ら
中
学
校
三
年
生
ま
で
の
全
児

童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
学
力
検
査

を
通
し
て
、
全
国
基
準
に
照
ら
し
た

相
対
的
な
学
力
水
準
を
把
握
し
、
効

果
的
な
指
導
対
策
を
講
じ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
に
順
番
を
つ
け

た
り
、
差
別
化
を
目
的
と
す
る
も
の

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
地
域
全
体

の
教
育
レ
ベ
ル
向
上
を
目
的
と
し
て

実
施
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

町
が
誇
る
財
産
一
、
〇
〇
〇
人

（
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
）

川
西
町
の
各
地
域
に
は
、
温
か
い

思
い
や
り
と
ふ
れ
あ
い
の
輪
の
広
が

り
が
あ
り
ま
す
。二
五
グ
ル
ー
プ
一
、

〇
〇
〇
人
を
超
え
る
層
の
厚
い
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
は
、
川

西
町
が
胸
を
張
っ
て
誇
れ
る
財
産
で

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
輪
が
広
が
り
、
町
の
隅
々
ま
で
浸

透
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。少

子
化
対
策
で
あ
り
ま
す
が
、
新

世
紀
創
造
事
業
で
取
り
組
む
子
育
て

支
援
事
業
は
二
年
目
を
迎
え
、
引
き

続
き
子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
自
主
的
活

動
へ
の
補
助
と
、
公
民
館
家
庭
教
育

講
座
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

幼
児
期
の
親
子
を
対
象
と
し
た
す
く

す
く
教
室
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
規
に
「
乳

幼
児
こ
こ
ろ
の
栄
養
づ

く
り
事
業
」
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
町
で
は
、

絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
乳

幼
児
健
診
の
際
に
絵
本

の
効
能
や
読
み
聞
か
せ

の
方
法
を
指
導
し
、
希

望
す
る
方
に
絵
本
を
貸

し
出
す
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
本
の
内
容
は

よ
く
分
か
ら
な
く
て

も
、
母
親
の
た
く
さ
ん

の
言
葉
掛
け
が
子
ど
も
の
心
の
成
長

を
促
す
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
千
手
保
育
園
大
規
模
改

造
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
増
改

築
工
事
を
実
施
し
て
、
平
成
十
五
年

四
月
一
日
に
南
原
保
育
園
を
統
合
す

る
計
画
で
す
。

続
い
て
、
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

本
年
二
月
一
日
現
在
の
高
齢
化
率

は
二
七
・
九
％
、
前
年
対
比
で
〇
・

四
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
り
、
高
齢
社

会
が
一
層
進
展
し
て
お
り
ま
す
。
高

齢
者
の
福
祉
に
つ
い
て
は
、
十
二
年

度
に
介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、

家
族
だ
け
で
な
く
社
会
全
体
で
支
え

合
う
と
い
う
仕
組
み
が
で
き
ま
し

た
。平

成
十
四
年
度
は
、
在
宅
介
護
を

支
援
す
る
た
め
の
家
族
介
護
教
室

や
、
寝
た
き
り
を
防
ぐ
た
め
の
転
倒

骨
折
予
防
教
室
の
開
催
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
な
ど
多
方
面
か
ら

補
完
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
健

康
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
五
年
前
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
水
中
運
動
教
室

を
引
き
続
き
展
開
し
な
が
ら
、
本
格

的
な
施
設
整
備
に
着
手
い
た
し
ま

す
。
十
四
年
度
は
健
康
増
進
施
設
建

設
の
基
本
設
計
及
び
実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。
十
六
年
の
オ

ー
プ
ン
を
め
ざ
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

取
り
組
み
ま
す

環
境
保
全
型
農
業

（
働
く
喜
び
に
あ
ふ

れ
る
産
業
づ
く
り
）

最
初
に
、
地
産
地
消

支
援
事
業
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
現
在
取

り
組
ん
で
い
る
自じ

然
薯

ね
ん
じ
ょ

や
山
菜
な
ど
も
含
め
た

地
場
農
産
物
の
生
産
と

地
域
内
消
費
拡
大
を
支

援
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。
生

産
者
と
消
費
者
の
双
方
が
、
お
互
い

に
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
の
中
で
日

銭
を
稼
げ
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
農

村
で
あ
る
が
故
の
豊
か
さ
を
実
感

し
、
参
画
し
て
い
く
こ
と
で
、
川
西

町
が
も
っ
て
い
る
価
値
を
再
認
識
し

て
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

次
に
、
認
定
農
業
者
、
生
産
組
織

Ｉ
Ｔ
化
支
援
事
業
で
あ
り
ま
す
。
認

定
農
業
者
や
生
産
組
織
が
、
パ
ソ
コ

ン
や
そ
の
周
辺
機
器
を
購
入
す
る
場

合
に
支
援
す
る
も
の
で
、
二
年
目
と

な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
経
営
管
理

の
近
代
化
を
図
り
、
顧
客
の
獲
得
や

有
利
販
売
な
ど
の
チ
ャ
ン
ス
と
し

子育てにいろいろな人たちの力が集まります（子
育てネットワーク「ひろば」の皆さんによるすく
すく教室の運営）

地域の実情に合わせた農業のあり方が問われています
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て
、
こ
の
支
援
制
度
も
大
い
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

続
い
て
、
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特

別
基
金
事
業
で
あ
り
ま
す
。

戦
後
最
悪
の
失
業
率
を
更
新
し
て

い
る
深
刻
な
不
況
と
、
国
・
県
の
構

造
改
革
に
伴
う
公
共
事
業
費
削
減
と

い
う
大
変
厳
し
い
情
勢
の
中
で
、
臨

時
的
受
け
皿
と
い
た
し
ま
し
て
、
国

か
ら
の
交
付
金
に
よ
り
県
が
創
設
し

た「
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
基
金
」

を
活
用
し
て
、
緊
急
か
つ
臨
時
的
な

雇
用
・
就
業
の
機
会
を
創
出
し
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
学
校
の
教
員
補

助
者
を
採
用
し
た
り
、
公
共
施
設
の

管
理
の
一
部
を
民
間
に
委
託
す
る
な

ど
で
新
た
な
雇
用
の
創
出
を
図
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

町
の
基
幹
産
業
と
し
て
の
農
業

は
、
担
い
手
の
減
少
や
過
疎
化
・
高

齢
化
に
よ
る
地
域
活
力
・
生
産
力
の

低
下
な
ど
、
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
環
境
保
全
型
農
業
へ
の
取

り
組
み
や
、
昨
年
完
成
し
た
雪
室
を

最
大
限
に
活
用
し
、
付
加
価
値
を
つ

け
た
新
し
い
農
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

具
体
的
に
東
部
地
区
は
、
地
域
農

業
の
担
い
手
を
明
確
に
し
、
農
地
の

集
積
促
進
と
経
営
効
率
の
向
上
を
目

指
し
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
西
部
地
区
に
お
い
て
は
、

事
業
最
終
年
を
迎
え
る
中
山
間
地
域

総
合
整
備
事
業
及
び
三
年
目
に
入
る

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
を
基

盤
と
し
て
様
々
な
活
動
を
一
層
推
進

さ
せ
、
営
農
体
制
の
確
立
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

環
境
先
進
町
「
か
わ
に
し
」へ

（
快
適
で
美
し
い
環
境
づ
く
り
）

こ
こ
で
は
新
世
紀
創
造
事
業
と
し

て
、
エ
コ
タ
ウ
ン
推
進
事
業
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
は
「
環
境
と
命
の
世

紀
」で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

川
西
町
で
は
今
、
こ
う
し
た
時
代

要
請
を
先
取
り
す
る
か
の
よ
う
に
、

ま
ち
づ
く
り
塾
「
川
西
結
」
か
ら
生

ま
れ
た
町
民
有
志
に
よ
る
生
ご
み
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
十
四
年
度
は
対
象
を
五

〇
〇
世
帯
ほ
ど
に
拡
大

し
な
が
ら
、
全
町
へ
の

普
及
啓
発
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。私

は
、
循
環
型
社
会

の
構
築
に
向
け
て
、
環

境
保
全
型
農
業
の
推
進

や
教
育
、
福
祉
な
ど
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
、
環
境

を
前
面
に
打
ち
出
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
果
敢
に

進
め
た
い
と
考
え
、
こ

の
事
業
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
生
ご
み
リ
サ
イ

ク
ル
普
及
啓
発
事
業
を
中
心
と
し

て
、
環
境
基
本
計
画
の
策
定
、
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
建
設
に
向
け
た
整
備
計

画
の
策
定
な
ど
、
環
境
先
進
町
「
か

わ
に
し
」
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
活
動
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
多
く
の

住
民
の
み
な
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
も
引
き
続
き
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。も

う
一
つ
、
こ
れ
に
加
え
て
地
域

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
に
伴
う
国
際
的
な
二

酸
化
炭
素
排
出
抑
制
の
動
き
の
中

で
、
地
球
環
境
問
題
へ
の
積
極
的
な

対
応
は
地
球
人
と
し
て
の
使
命
で
あ

り
、「
快
適
で
美
し
い
」
環
境
を
守

っ
て
い
く
こ
と
は
川
西
町
民
と
し
て

の
責
務
で
あ
る
と
考
え
、
こ
の
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
事
業
は
、
小
規
模
ダ
ム
発
電

や
雪
室
の
活
用
な
ど
、
水
や
雪
、
温

泉
熱
と
い
っ
た
地
域
に
内
在
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
を
対
象
と
し
て
、
化
石

燃
料
だ
け
に
頼
ら
な
い
新
た
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
の
主
な
事
業
で
あ
り
ま

す
が
、
住
民
生
活
に
密
着
し
た
社
会

資
本
の
整
備
に
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
改
良
・
舗
装
五
路

線
、
舗
装
一
路
線
、
測
量
設
計
二
路

線
、
維
持
補
修
一
八
路
線
の
ほ
か
、

流
雪
溝
の
整
備
な
ど
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
景
気
対
策
の
一
助
と
な
れ

ば
と
の
期
待
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
広
域
事
業
と
し
て

「
地
球
環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

在
日
外
交
官
が
一
堂
に
会

し
、
環
境
保
全
に
果
た
す
水
田

の
役
割
や
、
先
人
が
守
り
育
て

て
き
た
稲
作
文
化
を
見
つ
め
直

す
事
業
で
、
越
後
妻
有
地
方
を

世
界
に
発
信
す
る
機
会
と
も
な

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
川
西
町

は
、
五
月
に
開
催
さ
れ
る
「
田

植
え
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
昼

食
交
流
会
の
会
場
と
な
る
予
定

で
す
。

奈
良
県
川
西
町
の

「
町
民
劇
団
」が
出
張
公
演

（
楽
し
さ
広
が
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
）

こ
こ
で
も
二
つ
の
創
造
事
業
を
計

画
い
た
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援

事
業
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

住
民
の
み
な
さ
ん
が
主
体
的
に
考
え

実
践
し
て
い
く
、
自
立
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
包
括
的
に
支
援
す
る
制
度
と

し
て
、
十
三
年
度
に
引
き
続
き
新
世

紀
創
造
事
業
と
し
て
実
施
い
た
し
ま

す
。「
花
と
緑
の
千
年
物
語
」
事
業

と
連
動
し
て
、
地
域
で
行
う
花
づ
く

り
活
動
な
ど
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が

汗
を
流
し
な
が
ら
、
創
意
工
夫
し
て

町民同志のつながりが文化交流へと発展します（かわにし夢
きゃらばん公演『天鱗』より）

生ごみリサイクルの輪は確実に大きくなってい
ます



9
14. 4.10 広報かわにし

行
う
ま
ち
づ
く
り
は
、
大
い
に
応
援

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

続
い
て
、
全
国
か
わ
に
し
交
流
事

業
で
あ
り
ま
す
。
平
成
十
一
年
七
月

に
、
わ
が
川
西
町
の
素
人
劇
団
で
あ

る
「
か
わ
に
し
夢
き
ゃ
ら
ば
ん
」
の

一
行
が
、
奈
良
県
川
西
町
に
出
か
け

て
公
演
し
た
こ
と
が
ご
縁
で
、
こ
の

た
び
奈
良
県
川
西
町
の「
町
民
劇
団
」

を
当
川
西
町
に
お
招
き
し
、
兵
庫
県

川
西
市
や
山
形
県
川
西
町
の
み
な
さ

ん
に
も
ご
案
内
し
て
、
住
民
同
士
の

交
流
の
場
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
も

の
で
す
。
公
演
は
九
月
中
旬
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
大
い
に
交
流

を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
主
要
な
事
業
と
し
ま

し
て
、
賑
わ
い
空
間
整
備
事
業
に
つ

い
て
ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

基
幹
的
施
設
と
し
て
、
温
泉
施
設
、

健
康
プ
ー
ル
施
設
、生
涯
学
習
施
設
、

福
祉
施
設
、
商
業
施
設
な
ど
を
整
備

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
温
泉
施

設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
権
者
の
皆

様
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
昨
年
十
一
月
に
『
千
手
温

泉
千
年
の
湯
』
と
し
て
オ
ー
プ
ン
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
以
来
連
日

大
勢
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
利
用
を
い

た
だ
き
、
予
想
以
上
の
盛
況
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
末
永
く
愛
さ

れ
、
賑
わ
い
続
け
る
施
設
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
念
願
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

温
泉
施
設
に
続
く
健
康
プ
ー
ル
施

設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

十
六
年
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
た
取
り

組
み
が
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
、
そ

の
他
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
も
、
財

政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
適
宜
整

備
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

商
業
施
設
エ
リ
ア
に
つ
き
ま
し
て

は
、
用
地
確
保
に
も
ほ
ぼ
見
通
し
が

つ
き
ま
し
た
の
で
、
整
備
計
画
を
よ

り
具
体
化
し
て
い
く
段
階
と
な
り
ま

し
た
。
出
店
商
業
者
、
町
商
工
会
、

株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
川
西
と
し
っ

か
り
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
実
現
に

向
け
て
最
善
を
尽
く
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

す
べ
て
が
元
気
な
川
西
町
に

（
開
か
れ
た
自
主
的
行
政
の
推
進
）

市
町
村
合
併
の
問
題
に
は
、
二
十

一
世
紀
が
「
地
方
の
時
代
」
で
あ
り
、

「
市
町
村
の
時
代
」
で
あ
る
た
め
に
、

国
が
進
め
る
地
方
分
権
の
受
け
皿
と

し
て
、
市
町
村
の
行
財
政
基
盤
を
強

化
す
る
ね
ら
い
が
根
底
に
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
国
や
県
は
法
律
に
よ

る
特
例
措
置
や
各
種
財
政
支
援
措
置

な
ど
の
積
極
的
な
支
援
に
よ
り
、
合

併
を
促
進
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
は
、
国
で
も
県
で
も

市
町
村
で
も
な
く
、
合
併
の
主
役
は

あ
く
ま
で
も
「
住
民
」
で
あ
り
、
追

求
さ
れ
る
べ
き
は
「
そ
こ
に
住
む

人
々
の
幸
せ
」
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
な
お
か
つ
、
町
の
将
来
や

住
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
に
大
き
く

影
響
す
る
こ
の
合
併
問
題
に
対
す
る

拙
速
な
判
断
は
、
必
ず
将
来
に
禍
根

を
残
す
こ
と
に
な
る
と
も
考
え
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
一
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
、
ま
た
三
月
に
は
地
域
別
の
懇
談

会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
結
果
に

つ
い
て
は
、
広
報
か
わ
に
し
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
お
り
で
す

が
、
町
で
は
、
市
町
村
合
併
に
関
す

る
情
報
を
、
今
後
も
で
き
る
だ
け
分

か
り
や
す
く
町
民
の
み
な
さ
ん
に
お

伝
え
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

平
成
十
四
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
住
民
の
み
な
さ
ん
が
議
論
を
深

め
、
適
切
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
な

情
報
提
供
に
つ
と
め
、
み
な
さ
ん
の

お
考
え
を
お
聞
き
す
る
機
会
を
で
き

る
だ
け
設
け
な
が
ら
、
町
の
自
立
に

つ
い
て
の
可
能
性
も
十
分
追
求
し
た

う
え
で
、
川
西
町
の
進
む
べ
き
方
向

を
見
極
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。さ

て
、
十
四
年
度
は
、
第
五
次
川

西
町
総
合
開
発
計
画
の
後
期
基
本
計

画
が
二
年
目
を
迎
え
、
市
町
村
合
併

問
題
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
さ
ら

に
進
む
地
方
分
権
の
受
け
皿
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
力
を
つ
け
て
い
く
べ
き

年
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
求
め
ら
れ

る
も
の
は
、「
物
」
の
豊
か
さ
か
ら
、

人
の
心
の
満
足
感
や
充

足
感
が
価
値
観
の
中
心

に
な
る
「
知
」
や
「
心
」

の
豊
か
さ
に
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
町
民
の

み
な
さ
ん
方
と
知
恵
を

出
し
合
い
、
と
も
に
汗

を
流
し
な
が
ら
、「
人

が
元
気
、
町
が
元
気
、

自
然
が
元
気
」
な
川
西

町
に
し
た
い
と
念
願
し

て
お
り
ま
す
。
何
分
の

ご
協
力
を
賜
り
た
く
、

切
に
お
願
い
を
申
し
上

げ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

三
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
第
一
回

川
西
町
議
会
定
例
会
は
、
二
〇
日
に

全
日
程
を
終
え
、
閉
会
し
ま
し
た
。

一
日
は
、「
平
成
十
三
年
度
川
西

町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
専
決
第
六

号
）」
ほ
か
三
件
の
専
決
処
分
し
た

事
件
が
承
認
さ
れ
た
あ
と
、「
川
西

町
監
査
委
員
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
ほ
か
八
件
の
条
例
改
正
、

「
平
成
十
三
年
度
川
西
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
五
号
）」
ほ
か
六
件

の
特
別
会
計
補
正
予
算
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

四
日
、
町
長
の
施
政
方
針
と
新
年

度
予
算
の
提
案
説
明
が
あ
り
、以
後
、

各
常
任
委
員
会
の
調
査
、
町
政
に
対

す
る
総
括
質
疑
を
経
て
、
二
十
日
、

平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
予
算
と
六

つ
の
特
別
会
計
予
算
、
水
道
事
業
会

計
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

追
加
日
程
で
は
、
清
水
進
議
長
の

辞
職
に
伴
う
議
長
選
挙
、
副
議
長
選

挙
が
行
わ
れ
、議
長
に
吉
楽
正
実
氏
、

副
議
長
に
北
村
公
男
氏
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
総
務
文
教
常
任
委

員
長
に
小
林
正
夫
氏
が
、
同
副
委
員

長
に
押
木
貢
氏
が
、
議
会
運
営
副
委

員
長
に
清
水
美
代
子
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

互
選
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
議
会
の

模
様
は
四
月
二
十
日
発
行
の
「
議
会

だ
よ
り
」
の
中
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
会
報
告

議
会
報
告

「町が元気」のもとは子どもたちの元気（十王堂の角力大会）
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り
本
尊
を
納
め
た
の
が
は
じ
ま
り
だ

と
い
う
。

代
々
尼
僧
が
守
り
、
宗
派
に
関
係

な
く
住
民
全
体
が
寄
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
が
、昭
和
初
年
に
無
住
と
な
り
、

三
十
年
代
の
こ
ろ
か
取
り
壊
し
に
な

っ
た
。
敷
地
は
農
村
公
園
の
一
部
に

な
っ
て
い
て
、
卵
塔
墓
や
二
十
三
夜

塔
な
ど
数
基
が
残
っ
て
い
る
。

新
町
新
田
校

「
新
町
新
田
校
は
、
仲
右
衛
門
ド

ン
の
土
蔵
の
ト
バ
グ
チ
か
ら
始
ま
っ

た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ト
バ
グ
チ

は
苫
口
で
あ
り
、
菅す

げ

で
編
ん
だ
苫
を

吊
り
下
げ
て
い
る
よ
う
な
、
粗
末
な

入
口
が
ト
バ
グ
チ
で
あ
る
。

明
治
新
政
府
の
教
育
施
策
を
受
け

て
、
明
治
七
年
三
月
一
日
に
上
野
の

慈
済
庵
で
上
野
校
が
開
設
さ
れ
た
。

し
か
し
、
す
ぐ
六
月
に
新
町
新
田
校

が
設
け
ら
れ
て
近
隣
地
区
の
本
校
と

な
り
、
千
手
・
伊
勢
平
治
・
霜
条
・

鉢
・
樽
沢
・
名
ヶ
山
校
が
分
校
と
し

て
含
ま
れ
た
。

新
町
新
田
校
が
開
か
れ
、
本
校
に

な
っ
た
り
し
た
の
は
、
丸
山
家
の
力

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
直
接
の

学
区
は
新
町
新
田
・
元
町
・
田
代
・

星
名
新
田
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
教

場
は
円
成
寺
に
移
っ
た
。

十
一
年
四
月
に
上
野
校
と
統
合
し

て
な
く
な
っ
た
と
い
う
が（「
上
野
小

沿
革
誌
」
な
ど
）、
同
年
八
月
十
二
日

付
け
の
卒
業
証
書
が
残
っ
て
い
る
。

う
と
語
る
人
が
い
た
。

な
く
な
っ
た
寺
な
ど

貞
享
元
年
（
一
六
八
五
）
に
創
設

さ
れ
た
浄
土
真
宗
の
円
成
寺

え
ん
じ
ょ
う
じ

が
あ
っ

た
。
新
田
開
発
し
た
内
山
家
の
縁
に

よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
ム
ラ
の
寺
だ

と
い
う
の
で
、
集
落
内
全
戸
か
ら
大

切
に
さ
れ
て
き
た
。

天
保
年
間
（
一
八
三
五
ご
ろ
）
の

大
飢
饉
で
、
秋
山
郷
か
ら
難
民
が
訪

ね
て
き
た
の
に
協
力
し
て
や
っ
た

り
、
旅
僧
が
伝
え
た
眼
病
治
療
が
評

判
と
な
っ
て
、
近
郷
か
ら
人
々
が
寄

っ
て
き
た
り
す
る
の
で
、
特
定
の
檀

家
も
な
い
の
に
寺
の
行
事
は
な
か
な

か
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

昭
和
二
十
年
に
閉
山
さ
れ
た
。

な
お
、
集
落
内
の
家
々
に
つ
な
が

る
菩
提
寺
は
、
い
ろ
い
ろ
に
分
か
れ

て
お
り
、
当
初
の
「
新
町
」
成
立
の

状
況
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
な
事
情
を

背
負
っ
た
寄
り
集
ま
り
で
あ
っ
た
も

の
か
と
想
像
さ
れ
る
。

ま
た
、
曹
洞
宗
系
の
尼
寺
で
あ
る

如
意
庵
が
あ
っ
た
。
内
山
家
の
新
田

開
発
に
手
助
け
し
た
稲
葉
村
の
丸
山

家
が
あ
り
、
同
家
の
弟
が
自
宅
の
守

新
町
と
新
田
と

新
町
新
田
と
い
う
呼
び
名
を
、
文

字
だ
け
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
何
だ

か
オ
カ
シ
イ
。

新
町
と
新
田
と
、
ど
ち
ら
に
も

「
新
し
い
」
と
い
う
意
味
が
重
な
っ

て
、
二
重
の
表
現
に
な
る
。「
新
田
」

に
と
ら
わ
れ
て
考
え
る
と
、
歴
史
は

そ
れ
ほ
ど
古
い
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

高
田
城
主
松
平
光
長
の
時
代
に
、

新
田
開
発
が
強
力
に
奨
励
さ
れ
て
、

領
内
の
耕
地
面
積
が
大
変
に
増
し

た
。
こ
の
と
き
開
発
さ
れ
た
の
が

「
新
田

し
ん
で
ん

」
と
呼
ば
れ
て
、
一
村
の
扱

い
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
鎮
守

は
神
明
社
が
多
い
。

古
い
村
の
「
新
町

あ
ら
ま
ち

」
か
ら
、
井

川
・
小
島
・
大
島
・
渡
貫
氏
な
ど
が

「
新し

ん

田で
ん

」
に
移
っ
て
き
て
、「
新
町
」

と
「
新
田
」
が
合
体
し
、
現
在
に
至

る
新
町
新
田
が
成
立
し
た
。

新
町
は
「
荒あ

ら

町ま
ち

」
と
か
「
新
開
地
」

の
意
味
で
、
荒
地
を
開
い
て
新
し
く

起
こ
し
た
土
地
に
付
け
ら
れ
る
例
が

多
い
。
中
里
村
の
「
荒あ

ら

屋や

」
も
同
じ

こ
と
で
あ
る
。

県
内
で
は
、
蒲
原
地
方
に
「
荒
野

→

興
野
、
郷
屋
」
地
名
が
多
い
し
、

ソ
ネ
も
新
墾
地
で
（
曽
根
・
茨
曽

根
）、
ハ
リ
も
同
じ
く
て
上
野
に
張

間
田
が
あ
る
。
ハ
リ
地
名
は
関
東
に

多
い
。

新
し
い
品
物
を
新
物

あ
ら
も
ん

だ
と
い
っ
て

い
た
の
は
、
つ
い
最
近
ま
で
の
こ
と

で
あ
る
が
、「
荒
れ
」
の
意
味
を
嫌

っ
て
、
新
町
に
し
た
の
か
も
知
れ
な

い
。「
佳
字
を
使
う
（
い
い
文
字
に

変
え
る
）」
こ
と
は
ず
っ
と
昔
か
ら

あ
っ
た
例
で
、
中
頸
城
郡
の
夷
守

ひ
だ
も
り→

美
守
の
書
き
か
え
は
有
名
で
あ
る
。

「
新
町
」
は
、
最
初
橘
地
区
に
接

す
る
太
田
原
に
村
づ
く
り
し
た
と
伝

え
ら
れ
、
の
ち
に
は
七
軒
に
な
っ
た

と
語
ら
れ
て
い
る
。
一
七
軒
に
も
な

っ
た
が
、
ま
た
、
二
軒
は
転
出
し
た

と
も
い
う
。

慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
に
、
頸

城
か
ら
入
っ
て
き
た
内
山
氏
三
人
兄

弟
が
あ
り
、
上
野
の
田
麦
に
仮
住
居

し
て
新
田
開
発
に
は
げ
ん
だ
。
頸
城

地
方
で
は
、
す
で
に
水
利
技
法
が
普

及
し
て
い
た
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
川

水
を
引
き
入
れ
て
の
開
田
を
進
め
た

の
か
も
知
れ
な
い
。

古
い
新
町
か
ら
移
っ
て
き
た
人
た

ち
を
加
え
て
、
新
町
新
田
の
耕
地
は

次
第
に
整
え
ら
れ
、
元
禄
七
年
（
一

六
九
四
）
村
鑑
に
は
、
家
一
九
軒

（
う
ち
寺
一
）
・
人
数
一
四
二
人
・

馬
一
九
頭
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

約
五
十
年
後
の
寛
保
二
年
（
一
七

四
二
）
に
は
、
三
二
軒
（
う
ち
寺

一
）
・
二
一
〇
人
と
な
っ
て
お
り
、

見
事
な
発
展
ぶ
り
で
あ
る
。

開
発
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
い
た

内
山
氏
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）

に
功
績
を
認
め
ら
れ
て
、
領
主
か
ら

二
〇
石
の
免
高
が
許
さ
れ
た
。
免
高

と
い
う
の
は
、
そ
の
分
だ
け
年
貢
納

入
を
除
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
話
と
は
別
に
、

現
集
落
の
東
に
江
北
地
名
が
あ
る
け

れ
ど
も
、一
段
下
が
っ
た
平
坦
地
で
、

長
者
屋
敷
と
呼
ば
れ
る
一
区
画
が
あ

っ
た
。
広
い
原
の
下
段
だ
か
ら
湧
き

水
も
あ
っ
て
、
水
田
を
開
く
の
も
容

易
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
一
軒
か
二

軒
の
家
も
出
来
て
い
た
ら
し
い
。

あ
る
と
き
、
大
層
な
嵐
で
住
む
の

に
危
険
を
感
じ
、
将
来
の
難
を
避
け

る
た
め
に
、
さ
ら
に
下
段
の
寺
ヶ
崎

に
移
っ
て
落
ち
つ
い
た
と
い
う
。
す

で
に
、
そ
の
こ
ろ
は
、
寺
ヶ
崎
に
住

ん
で
い
る
人
た
ち
が
い
た
の
で
あ
ろ

上
野
　 

上
　
村
　
政
　
基 

（
第
十
二
回
）

新町新田の神明社

集落を見下ろす位置に
立つ「新町新田発祥之
地」の石碑
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懇
談
会
に
は
、町
か
ら
田
口
町
長
、

押
木
助
役
、
根
津
収
入
役
、
小
海
教

育
長
が
出
席
し
、
田
口
町
長
の
あ
い

さ
つ
、
押
木
助
役
の
資
料
説
明
、
そ

し
て
懇
談
と
い
う
日
程
で
進
め
ま
し

た
。な

お
、
参
加
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

十
二
日
　
総
合
セ
ン
タ
ー
　
四
九
人

十
三
日
　
克
雪
セ
ン
タ
ー
　
二
七
人

二
十
五
日
　
上
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
　
　
　
四
一
人

二
十
六
日
　
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
　
　
二
一
人

合
計
一
三
八
人

田
口
町
長
の
あ
い
さ
つ

合
併
問
題
は
、
十
四
年
度
の
町
政

に
と
っ
て
一
番
の
問
題
で
あ
る
。
こ

の
行
方
に
よ
っ
て
は
住
民
の
将
来
の

暮
ら
し
方
ま
で
変
え
て
し
ま
う
。

私
は
、
今
の
段
階
で
は
ま
だ
合
併

が
い
い
と
か
悪
い
と
か
と
い
う
こ
と

を
示
唆
す
る
こ
と
は
控
え
て
い
る
。

ま
だ
ま
だ
私
ど
も
の
協
議
や
勉
強
も

不
足
で
あ
る
。
一
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
つ
い
て
は
、「
現
時
点
で
の

お
気
持
ち
を
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
い
う
こ
と
で
実
施
し
た
が
、

「
合
併
が
必
要
」
と
い
う
方
が
五

四
・
八
％
、「
合
併
し
な
い
方
が
い

い
」
と
い
う
方
が
三
〇
％
と
い
う
結

果
が
出
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に

よ
っ
て
こ
れ
か
ら
の
動
向
を
定
め
て

い
く
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
で
き
な
い

状
態
で
あ
る
。

国
や
県
か
ら
、
六
市
町
村
あ
る
い

は
四
市
町
村
と
い
う
形
で
合
併
の
組

み
合
わ
せ
が
出
て
い
る
。
そ
の
関
係

の
中
で
、
中
里
、
津
南
、
松
之
山
、

川
西
で
協
議
を
始
め
て
い
る
が
、
ま

だ
基
礎
デ
ー
タ
を
集
め
た
く
ら
い
で

真
剣
な
討
議
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

ま
た
最
近
に
な
っ
て
、
十
日
町
と
松

代
か
ら
「
協
議
会
の
中
に
入
れ
て
ほ

し
い
」と
い
う
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。

一
緒
に
な
っ
て
進
め
て
い
く
予
定
で

あ
る
が
、
ま
だ
実
際
の
協
議
が
進
ん

で
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

今
の
段
階
で
は
ど
っ
ち
が
い
い
と
い

う
こ
と
は
言
い
よ
う
も
な
い
。

と
に
か
く
今
わ
か
っ
て
い
る
こ
と

は
、
合
併
を
し
な
い
と
国
か
ら
の
交

付
税
が
狭
ま
る
ば
か
り
で
あ
っ
て
、

ど
っ
ち
に
転
ん
で
も
大
変
な
時
代
に

入
る
と
思
っ
て
い
る
。
行
政
と
し
て

は
、
組
織
が
大
き
く
な
れ
ば
行
政
コ

ス
ト
が
下
が
る
け
れ
ど
も
、
皆
さ
ん

方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
今

以
上
に
上
が
る
と
い
う
こ
と
は
言
え

な
い
。
ま
た
、
二
十
五
年
経
つ
と
川

西
町
の
人
口
が
五
千
三
百
人
に
な
る

と
い
う
推
計
も
あ
る
。
あ
ま
り
人
口

の
小
さ
い
町
に
な
る
と
、
活
力
の
低

下
が
著
し
い
と
い
う
心
配
も
で
る
。

い
ろ
い
ろ
な
心
配
が
頭
の
中
に
巡

っ
て
い
る
が
、
と
に
か
く
皆
さ
ん
方

に
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
、
時
を
と
ら

え
な
が
ら
余
す
と
こ
ろ
な
く
お
伝
え

を
し
て
、
み
ん
な
で
一
緒
に
こ
の
合

併
問
題
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

私
は
、
よ
そ
の
市
町
村
と
の
協
議

が
う
ま
く
整
い
合
併
を
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
合
併
特
例
の
期
限
で
あ
る
十

七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
が
い
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
無
理
や
り
そ
の
期

限
ま
で
に
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
し

て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

千
手
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）
で
の

質
疑
応
答

質
問

夕
飯
の
時
、
子
ど
も
に
合
併

問
題
の
話
を
し
た
ら
、
子
ど
も
は

「
川
西
町
」
の
名
が
な
く
な
る
か
ら

「
い
や
だ
」
と
言
っ
た
。
子
ど
も
た

ち
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
す
る
考

え
は
な
い
か
。

押
木
助
役

こ
う
い
う
問
題
に
対
し

て
、
通
常
未
成
年
者
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
と
思

う
が
、
実
施
す
る
に
し
て
も
、
ど
こ

ま
で
の
年
齢
を
区
切
る
か
は
検
討
を

要
す
る
。

質
問

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、

四
市
町
村
の
合
併
が
望
ま
し
い
と
す

る
人
が
一
番
多
か
っ
た
。
巷
の
話
で

は
、
中
里
、
津
南
は
合
併
の
方
向
を

向
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
今

後
ど
う
い
う
方
向
に
進
む
の
か
。

田
口
町
長

十
日
町
・
川
西
は
川
を

挟
ん
で
近
い
が
、十
日
町
・
津
南
は
離

れ
て
い
る
。
津
南
に
は
端
に
な
っ
て

し
ま
う
危
機
感
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

中
魚
三
町
村
と
松
之
山
と
で
合
併

問
題
研
究
懇
談
会
を
立
ち
上
げ
て
あ

る
が
、
中
里
村
長
選
、
十
日
町
市
長

選
な
ど
が
あ
っ
た
た
め
、
踏
み
込
ん

だ
意
見
交
換
は
進
ん
で
な
い
。ま
た
、

な
ぜ
十
日
町
を
抜
い
た
研
究
会
か
と

い
う
と
、
六
市
町
村
の
半
分
以
上
の

人
口
が
い
る
十
日
町
を
入
れ
る
と
十

日
町
主
体
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ

で
ひ
と
ま
ず
抜
い
て
考
え
て
み
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
こ

れ
か
ら
は
十
日
町
も
入
れ
た
研
究
会

と
す
る
方
向
性
も
あ
る
。
研
究
は
し

っ
か
り
と
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問

学
校
の
授
業
の
中
で
、
合
併

問
題
を
取
り
上
げ
る
考
え
は
あ
る
か
。

小
海
教
育
長

今
の
と
こ
ろ
は
、
考

え
て
な
い
が
検
討
し
て
み
た
い
。

質
問

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
若
い
人
た

ち
の
回
答
率
が
低
か
っ
た
が
、
そ
の

理
由
を
ど
う
考
え
る
か
。

懇談会は田口町長による町政全般に
わたる説明から始まりました

ど
っ
ち
に
転
ん
で
も
大
変
な

時
代
に
な
る

今
回
は
、
三
月
十
二
日
か
ら
二
十
六
日
の
間
に

四
会
場
で
開
催
し
た
「
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の

懇
談
会
」
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
声
を
聞
い
て
は
？

細部にわたる説明、解説は押木助役
が行いました

そ
の
六 
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担
当
職
員

選
挙
の
投
票
率
も
概
し

て
若
い
人
た
ち
は
低
い
。若
い
人
は
、

政
治
や
行
政
な
ど
に
関
心
を
持
つ
人

が
比
較
的
少
な
い
の
で
は
。

質
問

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
合
併
を

必
要
と
す
る
人
が
五
四
％
い
た
が
、

ど
の
程
度
で
あ
れ
ば
合
併
を
考
え
る

の
か
。

田
口
町
長

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

今
現
在
の
気
持
ち
を
聞
い
た
も
の
で
、

「
何
％
以
上
あ
れ
ば
合
併
を
決
断
す

る
」
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
ま
だ
、

そ
の
段
階
に
い
っ
て
な
い
。
秋
以
降

に
再
度
合
併
懇
談
会
を
や
っ
た
後
に
、

少
な
く
と
も
、
も
う
一
度
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

質
問

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い

て
、
合
併
賛
成
、
反
対
の
年
代
別
内

訳
が
あ
れ
ば
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

担
当
職
員

二
〇
歳
代
は
賛
成
が
五

三
・
三
％
、
反
対
が
二
六
・
六
％
、

三
〇
歳
代
は
賛
成
が
四
三
・
八
％
、

反
対
が
四
六
・
九
％
、
四
〇
歳
代
は

賛
成
が
五
七
・
一
％
、
反
対
が
三

一
・
七
％
、
五
〇
歳
代
は
賛
成
が
五

四
・
三
％
、
反
対
が
三
六
・
二
％
、

六
〇
歳
代
は
賛
成
が
六
〇
・
三
％
、

反
対
が
二
六
・
五
％
、
七
〇
歳
以
上

は
賛
成
が
五
四
・
三
％
、
反
対
が
二

三
・
七
％
で
あ
る
。

意
見

盛
大
な
説
明
会
に
な
る
と
思

っ
て
い
た
が
関
係
者
ば
か
り
で
あ

る
。
今
日
の
会
場
は
さ
み
し
い
。
Ｐ

Ｒ
が
不
足
し
て
い
る
。
町
民
全
体
か

ら
合
併
の
こ
と
を
考
え
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
合
併
は
し
て

も
し
な
く
て
も
、『
痛
み
』」
が
出
る

こ
と
を
町
民
に
徹
底
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
年
度
内
く
ら
い
に
各
集

落
を
回
っ
て
、
膝
を
合
せ
な
が
ら
話

し
合
う
こ
と
も
必
要
だ
。

田
口
町
長

Ｐ
Ｒ
不
足
か
、
皆
さ
ん

が
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
思
っ
て
い

る
の
か
、
今
日
の
事
を
反
省
材
料
と

し
た
い
。

秋
以
降
、
よ
り
詳
し
い
内
容
で
懇

談
会
を
開
催
し
、
来
年
の
今
頃
に
は

議
会
と
も
ど
も
方
向
性
を
出
し
て
い

き
た
い
。

小
川
総
務
課
長

本
日
配
布
の
検
討

資
料
は
、
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
町
内
全
戸
配

布
を
予
定
し
て
い
る
。

質
問

来
年
の
今
頃
に
は
「
判
断
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
住
民
投
票

を
す
る
の
か
、
又
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
る
の
か
。

田
口
町
長

住
民
投
票
に
つ
い
て
は

安
易
に
す
る
べ
き
で
な
い
と
考
え
て

い
る
。

質
問

検
討
資
料
に
将
来
の
人
口
と

高
齢
化
の
推
計
が
出
て
い
る
が
、
十

年
後
、
二
十
年
後
は
実
際
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
。

若
い
連
中
は
や
っ
て
い
け
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
。
某
新
聞
の
よ
う

に
、
除
雪
は
集
落
対
応
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
、
仙
田
は
や
っ
て
い
け
な

く
な
る
。
先
を
読
ん
だ
資
料
を
作
っ

て
も
ら
い
た
い
。

田
口
町
長

将
来
ど
う
な
っ
て
い
く

か
は
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

人
口
五
千
人
台
と
な
る
と
、
活
力
は

落
ち
て
く
る
。
交
付
税
の
動
向
な
ど

も
う
少
し
具
体
的
な
説
明
が
で
き
る

状
態
に
あ
れ
ば
い
い
の
だ
が
。

質
問

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
る

と
、世
代
に
よ
っ
て
考
え
方
が
違
う
。

若
い
世
代
に
次
代
を
託
す
た
め
、
教

育
的
分
野
に
合
併
問
題
を
入
れ
る
べ

き
だ
と
思
う
。

田
口
町
長

合
併
問
題
を
子
ど
も
た

ち
に
全
く
戸
を
閉
ざ
し
て
い
く
の
は

良
く
な
い
と
考
え
る
が
、
国
の
合
併

推
進
施
策
が
財
政
危
機
に
起
因
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
辺
の
説
明
が

難
し
い
。

小
海
教
育
長

子
ど
も
た
ち
に
夢
を

語
ら
せ
れ
ば
い
ろ
い
ろ
の
返
答
は
返

っ
て
く
る
。
た
だ
、
合
併
は
難
し
い

問
題
で
、
子
供
た
ち
が
ど
の
程
度
判

断
で
き
る
か
。
話
題
を
提
供
し
て
み

る
程
度
は
必
要
か
と
思
う
が
…

仙
田
（
克
雪
セ
ン
タ
ー
）
で
の

質
疑
応
答

質
問

合
併
し
た
場
合
の
県
の
支
援

に
つ
い
て
説
明
し
て
も
ら
い
た
い
。

担
当
職
員

補
助
金
な
ど
に
つ
い
て

は
、
検
討
資
料
の
三
ペ
ー
ジ
の
と
お

り
で
あ
る
が
、
六
市
町
村
で
合
併
し

た
場
合
は
、
合
併
特
別
交
付
金
が
二

三
億
三
千
万
円
交
付
さ
れ
る
し
、
合

併
後
の
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
補
助
事
業
の
優
先
採
択
も
考
慮

さ
れ
る
。

質
問

四
市
町
村
と
か
六
市
町
村
と

か
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
想
定
さ
れ

て
い
る
が
、
松
代
、
松
之
山
か
ら
川

西
、
十
日
町
を
見
た
場
合
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

押
木
助
役

東
頸
城
で
は
二
年
程
前

か
ら
任
意
の
協
議
会
で
話
し
合
っ
て

い
る
が
、
松
代
、
松
之
山
は
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
十
日
町
圏
の
方
を
向

い
て
い
る
よ
う
だ
。

質
問

町
は
、
一
一
一
億
円
の
借
金

が
あ
り
、
返
済
の
半
分
は
国
が
助
成

を
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
の
三
年
の
間
に
合
併
を
し
な

か
っ
た
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

担
当
職
員

合
併
す
る
し
な
い
に
か

か
わ
ら
ず
、
既
に
借
入
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
借
入
れ
条
件
と
し
て
国

の
助
成
は
確
定
し
て
い
る
。
合
併
し

な
い
か
ら
と
い
っ
て
借
金
の
返
済
に

お
い
て
冷
遇
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。

た
だ
、
新
た
に
借
金
を
起
こ
す
も
の

に
つ
い
て
は
、
国
の
財
政
危
機
の
影

響
か
ら
、
例
え
ば
、
今
ま
で
借
金
返

済
の
五
割
を
支
援
し
て
も
ら
っ
て
い

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
四
割
、
三
割

に
下
が
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。

質
問

川
西
町
は
、
近
隣
に
比
べ
か

な
り
の
貯
金
が
あ
る
が
、
合
併
し
た

場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

担
当
職
員

こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ

る
が
、
関
係
市
町
村
の
協
議
会
の
中

で
財
産
や
借
金
の
こ
と
が
話
し
合
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
今

の
段
階
で
は
未
定
の
事
項
で
あ
る
。

な
お
、
財
産
や
借
金
に
余
り
に
差
が

あ
る
と
う
ま
く
結
婚
で
き
る
の
か
と

い
う
疑
問
は
あ
る
。

押
木
助
役

川
西
町
が
苦
労
し
て
貯

め
た
貯
金
で
あ
る
の
で
、
合
併
時
に

全
部
持
ち
出
す
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
。

三
〇
歳
代
だ
け
は
合
併
反
対

が
多
数

先
を
読
ん
だ
情
報
提
供
を

苦
労
し
て
貯
め
た
川
西
町
の

貯
金
は
ど
う
な
る
の
？

出席者に議員、役場職員の占める割合
が高かった千手会場（総合センター）

十
日
町
市
抜
き
は
考
え
ら
れ

な
い
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質
問

津
南
、
中
里
は
合
併
に
消
極

的
、
松
代
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
十

日
町
に
入
り
た
が
っ
て
い
る
状
況
と

思
う
。
今
後
、
ど
う
い
う
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
の
か
。

田
口
町
長

津
南
は
十
日
町
と
一
緒

に
な
れ
ば
端
に
な
る
。
財
政
状
態
も

圏
域
の
中
で
は
良
い
の
で
合
併
し
た

く
な
い
と
い
う
意
見
が
多
い
よ
う

だ
。
中
里
は
十
日
町
に
隣
接
し
て
い

る
の
で
川
西
と
似
た
条
件
で
は
あ
る

が
、
津
南
と
同
じ
よ
う
な
考
え
の
よ

う
だ
。
松
代
も
こ
こ
に
き
て
合
併
一

辺
倒
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

松
之
山
も
拮
抗
し
て
い
る
よ
う
だ
。

合
併
は
本
来
似
た
者
同
士
が
一
緒

に
な
っ
た
方
が
い
い
と
思
っ
て
い
る

が
、
中
魚
沼
郡
で
い
え
ば
川
西
は
飛

地
で
あ
る
。
一
方
、
十
日
町
と
は
川

を
挟
ん
で
す
ぐ
そ
こ
の
関
係
で
、
十

日
町
抜
き
の
合
併
は
考
え
ら
れ
な
い
。

た
だ
、
財
政
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
面
で

大
変
な
よ
う
で
、
今
の
ま
ま
で
一
緒

に
な
れ
ば
、
我
々
の
も
の
が
み
ん
な

沁
み
込
ん
で
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
い
う
気
が
す
る
。
こ
ん
な
こ
と
か

ら
、
方
向
を
決
め
る
に
当
っ
て
は
厳

し
い
判
断
が
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

質
問

川
西
は
比
較
的
社
会
資
本
の

整
備
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
う
の

で
、
合
併
し
た
と
な
る
と
川
西
に
は

事
業
が
来
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
。
貯
金
は
、
嫁
入
り
支
度
金
と
す

る
の
で
は
な
く
、
合
併
す
る
前
に
地

元
の
整
備
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
意
見
も
あ
る
。

田
口
町
長

嫁
入
り
は
し
な
い
。
合

併
す
る
と
し
た
ら
対
等
合
併
で
あ

る
。
賑
わ
い
空
間
の
温
水
プ
ー
ル
は

十
六
年
の
オ
ー
プ
ン
と
決
め
て
向
っ

て
い
る
。
総
合
セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
に
つ
い
て
も
十
六
年
、
十
七

年
を
中
心
と
し
て
向
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
途
中
で
、
も
し
合

併
の
方
に
向
い
た
と
し
て
も
、
や
り

か
け
の
仕
事
は
合
併
協
定
の
建
設
計

画
の
中
に
入
れ
て
き
ち
ん
と
仕
上
げ

た
い
。

質
問

合
併
す
る
と
決
め
て
か
ら
二

十
二
か
月
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
、
あ
と
一
年
の
中
で
合
併
か
否
か

と
い
う
結
論
を
出
す
と
い
う
こ
と
か
。

田
口
町
長

基
本
的
に
は
そ
う
だ
。

た
だ
、
任
意
の
合
併
協
議
会
で
話
し

合
い
を
進
め
て
い
く
中
で
、
ど
う
し

て
も
一
緒
に
な
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
途
中
離
脱
も
あ
り
う
る
。

質
問

「
う
ぐ
い
す
を
自
由
自
在
に

聴
く
里
は
、
酒
屋
へ
三
里
、
豆
腐
屋

へ
二
里
」
と
い
う
歌
が
あ
る
。
川
西

ぐ
ら
い
の
規
模
の
町
村
が
一
番
う
ま

く
い
く
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い

る
。
合
併
し
な
い
で
「
川
西
町
」
と

し
て
独
立
し
て
や
っ
て
い
け
な
い
か

と
い
う
こ
と
を
先
ず
考
え
て
も
ら
い

た
い
。
も
し
、
ど
う
し
て
も
合
併
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
こ
れ
だ
け
は
是
非
や
り
た

い
と
い
う
こ
と
を
心
に
秘
め
て
合
併

協
議
に
臨
ん
で
も
ら
い
た
い
。
例
え

ば
仙
田
に
温
泉
を
作
る
こ
と
と
か
、

川
西
高
校
を
充
実
し
て
十
日
町
の
高

校
を
一
つ
川
西
に
持
っ
て
く
る
と
か

を
合
併
条
件
に
し
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
。

そ
れ
と
、
ま
ご
ま
ご
し
て
い
る
と

合
併
特
例
法
の
期
限
が
す
ぐ
き
て
し

ま
う
。
特
例
法
の
期
限
延
長
を
願
っ

て
も
ら
い
た
い
。

田
口
町
長

合
併
し
て
マ
イ
ナ
ス
に

な
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
は
当

然
で
あ
る
が
、
地
域
性
を
見
な
が
ら

各
所
に
核
に
な
る
も
の
を
据
え
て
い

く
こ
と
が
非
常
に
大
事
な
こ
と
で
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

合
併
特
例
法
の
延
長
に
つ
い
て

は
、
町
村
会
で
も
願
っ
て
い
た
が
、

国
は
「
延
ば
さ
な
い
」
と
は
っ
き
り

と
言
っ
て
い
る
。

上
野
（
上
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
）
で
の
質
疑
応
答

質
問

合
併
前
に
や
る
べ
き
こ
と
が

あ
る
。
千
手
と
上
野
の
流
雪
溝
が
う

ま
く
い
っ
て
な
い
。
道
路
に
雪
を
出

し
て
い
る
。

田
口
町
長

県
道
の
流
雪
溝
は
だ
い

た
い
整
備
さ
れ
た
が
水
が
来
な
い
。

そ
れ
で
数
年
前
か
ら
ダ
ム
の
水
を
利

用
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
国
へ
お
願
い
を
し
て
き
た
。
川

西
ダ
ム
と
五
升
苗
ダ
ム
に
つ
い
て
は

十
四
年
度
中
に
は
承
諾
が
出
る
予

定
。
松
葉
沢
ダ
ム
は
工
事
中
、
坪
山

ダ
ム
と
長
福
寺
ダ
ム
は
工
事
が
終
っ

た
ば
か
り
で
、
今
年
は
ゴ
ー
サ
イ
ン

は
出
な
い
。
合
併
す
る
と
か
し
な
い

と
か
の
前
に
、
こ
れ
は
直
接
住
民
生

活
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
一
日
も

早
く
持
っ
て
こ
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
る
。

意
見

私
は
こ
の
町
村
合
併
に
賛
成

し
て
い
る
一
人
で
あ
る
。
そ
の
理
由

は
、
行
政
も
や
は
り
企
業
と
同
じ
だ

と
思
っ
て
い
る
。
川
西
も
町
村
合
併

し
て
四
十
何
年
に
な
る
。
節
目
で
あ

る
。
政
府
も
今
行
政
改
革
に
一
生
懸

命
で
あ
る
か
ら
、
流
れ
に
乗
る
こ
と

も
ひ
と
つ
の
考
え
方
で
は
な
い
か
。

流
れ
に
乗
っ
て
ダ
メ
な
ら
ま
た
考
え

れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
。

田
口
町
長

こ
う
い
う
い
ろ
い
ろ
な

意
見
を
お
聞
か
せ
願
っ
た
り
、
意
見

交
換
を
さ
せ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と

が
一
番
大
事
で
あ
る
。

質
問

今
ま
で
合
併
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
十
日
町

の
議
会
を
見
る
と
、
と
て
も
合
併
な

ん
て
で
き
な
い
と
思
っ
た
。
温
泉
棟

で
も
め
た
わ
け
で
あ
る
が
近
隣
市
町

独
立
し
て
や
っ
て
い
け
な
い
か

合
併
に
は
賛
成
！

合
併
な
ん
て
で
き
な
い
！

仙田会場では、地域の持つ課題、危機感を背景
にした意見が多く出されました（克雪センター）

これからは、若い人たちからも議論に加
わってもらうことが必要となります

「合併に賛成」「合併には反対」というは
っきりした意見が出された上野会場（上
野コミュニティセンター）
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村
が
お
互
い
に
足
を
引
っ
張
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
赤
字
を
出
す
よ
う
に
な
る

と
思
う
。
議
会
で
の
発
言
か
ら
す
る

と
、
そ
の
発
想
は
、
合
併
し
て
も
中

心
地
だ
け
を
考
え
る
も
の
だ
と
思
う
。

田
口
町
長

今
の
十
日
町
ス
テ
ー
ジ

絡
み
の
議
論
が
、
私
ど
も
中
魚
沼
三

町
村
に
と
っ
て
は
非
常
に
気
に
な
っ

て
い
る
。
仮
に
四
つ
の
市
町
村
が
一

緒
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
六
割
は
十

日
町
の
人
口
で
あ
る
。
そ
の
一
番
人

口
の
あ
る
大
き
い
所
が
、
あ
ま
り
に

も
自
分
の
こ
と
だ
け
し
か
考
え
て
い

な
い
と
い
う
反
発
が
あ
る
。
十
日
町

は
母
都
市
な
の
だ
か
ら
全
体
の
こ
と

を
も
っ
と
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
前

か
ら
言
っ
て
い
る
。
選
挙
戦
の
後
遺

症
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
け
れ
ど

も
、
自
分
た
ち
の
こ
と
し
か
言
っ
て

い
な
い
と
い
う
気
が
し
て
、
す
ん
な

り
と
合
併
論
議
に
入
れ
る
か
ど
う
か

非
常
に
心
配
で
あ
る
。
川
西
は
中
魚

沼
と
は
言
っ
て
も
、
十
日
町
が
間
に

挟
ま
っ
て
飛
び
地
に
な
っ
て
い
る
。

地
形
か
ら
言
っ
て
も
、
人
の
交
流
か

ら
言
っ
て
も
、
勤
め
口
か
ら
言
っ
て

も
、
十
日
町
が
一
番
近
い
の
だ
が
、

自
分
中
心
に
見
え
る
今
の
あ
り
方
を

変
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
非
常
に

難
し
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

質
問

今
日
説
明
を
聞
い
て
、
今
回

の
合
併
は
バ
ブ
ル
景
気
の
時
の
考
え

方
が
今
の
不
景
気
を
引
き
出
し
、
結

果
と
し
て
、
強
制
的
な
上
意
下
達
な

合
併
論
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

私
は
合
併
う
ん
ぬ
ん
と
い
う
よ
り

も
、
広
報
二
月
、
三
月
号
を
見
て
、

私
ど
も
が
町
づ
く
り
を
も
う
一
度
真

剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
を
つ
く
づ
く
感
じ

る
。
広
報
の
表
紙
に
出
て
い
る
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ゆ
う
き
の
会
の
皆
さ

ん
方
が
活
躍
し
て
い
る
姿
を
見
る
時

に
、
何
も
合
併
を
急
が
な
く
て
も
、

ま
ず
地
域
づ
く
り
が
一
番
大
事
じ
ゃ

な
い
か
な
と
感
じ
て
い
る
。
合
併
期

限
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
町
づ
く
り

を
見
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

田
口
町
長

合
併
す
る
と
か
し
な
い

と
か
は
別
に
し
て
、
私
も
、
川
西
が

持
っ
て
い
る
力
を
も
っ
と
も
っ
と
掘

り
起
こ
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い

る
し
、
今
は
人
づ
く
り
を
主
体
に
し

な
が
ら
や
っ
て
い
る
つ
も
り
で
あ

る
。
合
併
は
向
こ
う
に
や
っ
て
も
い

い
か
ら
、
今
を
も
っ
と
も
っ
と
中
味

の
濃
い
も
の
に
し
ろ
と
い
う
ご
意
見

で
あ
る
。

質
問

ア
メ
玉
と
い
わ
れ
る
、
合
併

時
の
交
付
金
や
交
付
税
、
こ
れ
は
全

額
み
ん
な
く
れ
る
も
の
か
。
返
済
す

る
も
の
か
。

担
当
職
員

資
料
の
三
ペ
ー
ジ
、
真

ん
中
あ
た
り
に
合
併
に
伴
う
国
県
の

支
援
措
置
と
い
う
の
が
あ
る
。
国
の

欄
に
合
併
特
例
債
と
い
う
の
が
あ
っ

て
、
こ
れ
は
借
金
で
あ
る
。
四
市
町

村
で
あ
る
と
ま
ち
づ
く
り
建
設
事
業

で
二
百
五
八
億
八
千
万
円
借
り
ら
れ

る
。
六
市
町
村
で
あ
る
と
人
口
が
増

え
た
り
す
る
の
で
三
百
三
六
億
六
千

万
円
借
り
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。川

西
は
過
疎
地
域
で
あ
る
の
で
、

過
疎
対
策
債
と
い
う
の
が
あ
り
、
借

金
返
し
の
七
割
が
交
付
税
を
通
し
て

国
か
ら
面
倒
を
見
て
も
ら
え
る
。
合

併
特
例
債
は
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な

し
く
み
に
な
っ
て
い
て
、
借
金
を
す

る
に
し
て
も
有
利
な
借
金
で
あ
る
。

そ
の
下
に
合
併
市
町
村
補
助
金
と
い

う
の
が
あ
る
が
、
合
併
し
て
三
か
年

に
分
け
て
、
四
市
町
村
の
合
併
で
あ

る
と
四
億
八
千
万
円
、
六
市
町
村
で

あ
れ
ば
六
億
円
く
れ
る
と
い
う
お
金

で
あ
る
。
県
に
お
い
て
も
合
併
特
別

交
付
金
と
い
う
の
を
く
れ
る
。
四
市

町
村
で
あ
れ
ば
十
五
億
円
、
六
市
町

村
が
ま
と
ま
れ
ば
二
三
億
三
千
万
円

交
付
さ
れ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
国
、

県
の
い
ろ
い
ろ
な
補
助
事
業
の
優
先

採
択
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ア
メ
玉
に

し
て
合
併
促
進
を
図
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

質
問

有
利
な
過
疎
債
と
い
う
の
が

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
れ
ど
も
、
合

併
し
た
ら
そ
の
対
象
か
ら
外
れ
る
の

か
。

担
当
職
員

過
疎
債
に
つ
い
て
は
、

合
併
し
て
も
、
過
疎
で
あ
っ
た
市
町

村
で
行
わ
れ
る
工
事
に
つ
い
て
は
当

分
の
間
認
め
る
と
特
別
に
配
慮
さ
れ

て
い
る
。

質
問

合
併
問
題
に
対
し
町
民
か
ら

関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
集

落
ご
と
に
こ
の
よ
う
な
会
合
を
し
て

も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
合
併
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
ら
対
等
合
併
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

田
口
町
長

十
日
町
、
松
代
を
除
い

た
四
つ
の
町
村
で
研
究
会
を
持
っ
て

い
る
が
、
こ
の
度
十
日
町
、
松
代
か

ら
協
議
の
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
お
願
い
が
あ
っ
た
。
新
た

に
協
議
会
に
入
っ
て
も
ら
う
意
向
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
だ
フ
リ
ー
な
気

持
ち
の
話
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
十
日

町
、松
代
を
除
い
た
町
村
の
中
で
は
、

対
等
合
併
が
基
本
だ
と
い
う
こ
と
が

話
し
合
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
も
し

合
併
す
る
場
合
は
、
市
の
名
前
も
、

新
し
い
名
前
で
い
き
た
い
と
い
う
話

が
出
て
い
る
。
母
都
市
か
ら
全
体
の

こ
と
を
考
え
、
そ
れ
く
ら
い
の
気
持

ち
に
な
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
、
周
り

は
一
緒
に
な
ろ
う
と
い
う
気
に
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。

合
併
は
、
本
当
に
重
要
な
問
題
で

あ
る
。
細
か
に
各
集
落
に
入
っ
て
懇

談
を
さ
せ
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る

が
、
そ
の
他
グ
ル
ー
プ
、
団
体
、
仲

間
同
士
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
話
し
合

い
を
組
ん
で
い
き
た
い
。

ま
た
、
住
民
に
よ
る
合
併
検
討
組

織
を
立
ち
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
興
味
の
あ
る
方
は
参
加
い
た
だ

け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

橘
（
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
）
で
の
質
疑
応
答

質
問

資
料
に
、
合
併
に
伴
う
国
県

の
支
援
措
置
と
し
て
四
市
町
村
と
六

市
町
村
の
特
例
債
や
補
助
金
が
上
が

っ
て
い
る
。
例
え
ば
補
助
金
が
四
市

町
村
の
場
合
に
四
億
八
千
万
円
に
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
市
町
村
ご

と
の
金
額
か
、
そ
れ
と
も
全
体
で
の

金
額
か
。

担
当
職
員

全
体
で
あ
る
。

質
問

特
例
債
も
そ
う
か
。

担
当
職
員

そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。

質
問

中
魚
の
三
町
村
と
松
之
山
で

自
分
中
心
の
考
え
を
改
め
な

け
れ
ば
…

住
民
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
ま
す

ア
メ
玉
は
み
ん
な
で
し
ゃ
ぶ
る
？

「合併する、しない」だけでなく、まちづく
り全体の議論が交わされることが大切です
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協
議
を
し
た
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た

が
、
松
之
山
が
そ
の
中
に
入
っ
た
と

い
う
理
由
は
何
か
。
松
代
が
抜
け
た

理
由
は
何
か
。

田
口
町
長

合
併
の
研
究
会
に
つ
い

て
中
魚
三
町
村
の
協
議
で
、「
四
市

町
村
又
は
六
市
町
村
に
し
て
も
十
日

町
が
一
番
人
口
が
多
い
。
合
併
後
に

お
い
て
も
半
分
以
上
を
十
日
町
が
占

め
る
。
ど
う
見
て
も
母
都
市
と
な
る

十
日
町
を
、
始
め
か
ら
入
れ
て
協
議

す
る
と
先
導
さ
れ
て
し
ま
う
。
周
辺

の
、
農
村
と
し
て
生
き
て
き
た
似
た

者
同
士
だ
け
で
研
究
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
い
う
こ
と
で
始
め
た
。
松
代
、

松
之
山
に
も
、「
中
魚
三
町
村
は
こ

う
い
う
勉
強
会
を
始
め
る
が
、
皆
さ

ん
ど
う
で
す
か
」
と
声
を
掛
け
た
。

そ
う
し
た
ら
松
之
山
だ
け
が
「
一
緒

に
さ
せ
て
も
ら
う
」
と
。
松
代
は

「
十
日
町
も
入
る
の
で
な
け
れ
ば
嫌

だ
」と
い
う
こ
と
で
入
ら
な
か
っ
た
。

意
見

広
域
合
併
し
た
場
合
に
、
物

理
的
に
地
形
が
ど
う
な
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
一
番
懸
念
さ
れ

る
の
は
財
政
で
あ
る
。
近
い
将
来
、

一
〇
人
に
四
人
が
六
十
五
歳
以
上
と

い
う
状
況
で
、
財
政
的
に
し
っ
か
り

し
て
な
い
と
必
要
と
さ
れ
る
高
齢
者

施
設
も
建
て
ら
れ
な
く
な
る
。

質
問

今
ま
で
合
併
す
れ
ば
、
議
員

が
減
っ
た
り
職
員
が
減
っ
た
り
し
て

経
費
が
節
減
さ
れ
る
の
で
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
橘
地

区
は
地
形
的
に
い
っ
て
端
っ
こ
だ
か

ら
、
地
元
か
ら
の
議
員
が
い
な
く
な

る
と
今
ま
で
以
上
に
な
ん
の
事
業
も

来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
心
配
が
あ
る
。

押
木
助
役

資
料
に
、
町
職
員
の
意

見
と
し
て
「
川
西
町
が
合
併
し
な
い

で
い
た
ら
」、
あ
る
い
は
「
市
町
村

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
」

と
い
う
こ
と
を
載
せ
て
あ
る
。
そ
の

中
に
今
言
わ
れ
た
よ
う
な
、
住
民
の

意
見
が
行
政
に
届
き
に
く
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
書
い
て
あ
る
。

質
問

川
西
町
の
社
会
資
本
整
備
は

近
隣
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
良
い
。

し
た
が
っ
て
、
パ
イ
プ
灌
漑
を
除
け

ば
そ
う
い
う
投
資
を
当
分
し
な
く
て

も
い
い
状
況
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

十
日
町
は
ま
だ
下
水
を
や
り
、
ほ
場

整
備
を
や
っ
て
い
る
。
他
の
町
村
を

見
て
も
大
き
な
面
積
が
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
ど
う
し
て
も
そ
ち
ら

の
方
へ
金
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
結
局
、
合
併
す
る
と
川
西
の
住

民
は
出
す
だ
け
で
入
っ
て
く
る
金
は

な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
人

口
は
減
っ
て
も
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な

が
ら
、
何
と
か
一
人
立
ち
を
し
て
い

っ
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
た
り
し
て
い
る
。

田
口
町
長

川
西
は
、
た
っ
た
今
合

併
し
な
け
れ
ば
ど
う
に
も
な
ら
な
い

と
い
う
状
態
に
は
な
い
。
た
だ
二
十

年
、
三
十
年
後
に
ど
う
だ
と
言
わ
れ

る
と
、
全
く
分
か
ら
な
い
。
川
西
は

割
合
に
コ
ン
パ
ク
ト
で
ま
と
ま
っ
て

い
る
の
で
、
他
の
市
町
村
に
比
べ
る

と
余
計
な
金
が
か
か
ら
な
い
も
の
だ

か
ら
、
ほ
場
整
備
や
下
水
整
備
が
早

く
終
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
人
口

の
減
だ
け
が
怖
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
私
は
十

日
町
市
と
中
魚
沼
郡
で
合
併
す
る
の

が
い
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

田
口
町
長

六
市
町
村
の
中
で
今
す

ぐ
合
併
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
所
は

三
つ
で
あ
る
。
中
魚
沼
郡
の
三
つ
は

そ
こ
ま
で
ま
だ
追
い
詰
め
ら
れ
て
い

な
い
。

質
問

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
の
問
題

で
、
温
泉
を
中
止
を
す
る
と
言
っ
て

い
た
の
が
、
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。

千
年
の
湯
も
今
は
大
変
好
評
の
よ
う

で
あ
る
が
、
い
つ
ま
で
続
く
の
か
分

か
ら
な
い
。
十
日
町
に
で
き
れ
ば
、

中
里
と
合
わ
せ
て
三
す
く
み
に
な

る
。
こ
の
他
に
も
問
題
が
潜
在
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な

中
、合
併
は
必
要
と
は
思
い
な
が
ら
、

急
い
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

と
い
う
疑
問
が
あ
る
。

田
口
町
長

十
日
町
は
ど
っ
ち
に
転

ん
で
も
中
心
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

だ
か
ら
十
日
町
に
は
地
域
全
体
を
考

え
て
役
割
分
担
し
な
が
ら
や
っ
て
い

こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
欲
し
か
っ

た
。
十
日
町
は
温
泉
を
造
る
こ
と
に

な
っ
た
け
れ
ど
、
泉
質
か
ら
言
え
ば

千
年
の
湯
は
絶
対
負
け
っ
こ
な
い
の

で
心
配
は
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
お

客
の
中
心
は
近
隣
で
あ
る
。
お
客
の

奪
い
っ
こ
で
は
大
変
に
な
る
と
思

う
。
維
持
管
理
の
負
担
を
少
な
く
す

る
に
は
大
勢
か
ら
入
っ
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
財
政
的
に
た
っ

た
今
は
大
丈
夫
だ
と
言
っ
て
も
、
ま

だ
ま
だ
余
力
の
あ
る
う
ち
に
合
併
を

し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
考
え
方
も
あ
る
。

質
問

今
の
町
の
財
布
で
、
賑
わ
い

空
間
だ
け
に
限
ら
ず
、
何
か
事
業
を

や
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
は
な
い

か
。

田
口
町
長

合
併
の
方
向
が
出
た
場

合
、
ど
こ
の
市
町
村
も
持
ち
金
に
デ

コ
ボ
コ
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

ま
と
ま
っ
て
い
か
な
い
と
思
う
。
基

金
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
要
望
が
あ
っ
た
の
に
対
し

て
我
慢
し
て
も
ら
っ
た
部
分
も
あ
る

わ
け
だ
か
ら
、
あ
る
程
度
は
整
理
を

し
て
一
緒
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

質
問

十
日
町
の
起
債
制
限
比
率
が

一
二
・
五
で
、
一
四
を
超
え
る
と
県

の
指
導
を
受
け
る
と
い
う
。
そ
う
い

う
状
況
な
の
に
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
に

三
十
何
億
お
金
を
か
け
る
と
い
う
。

中
心
都
市
に
な
る
ん
だ
ろ
う
け
れ
ど

も
、
あ
ん
ま
り
財
政
状
況
の
悪
い
所

と
は
、
と
い
う
雰
囲
気
が
津
南
に
は

あ
る
よ
う
だ
。
川
西
で
も
そ
う
い
う

気
持
ち
を
持
つ
人
も
い
る
の
で
は
な

い
か
。

田
口
町
長

市
町
村
間
で
の
い
ろ
ん

な
入
り
組
ん
だ
話
は
こ
れ
か
ら
で
あ

る
。
津
南
は
新
聞
等
で
の
情
報
で
は

お
話
の
と
お
り
で
あ
る
よ
う
だ
。

議
員
・
職
員
が
減
る
こ
と
は

い
い
こ
と
か
？

川
西
町
の
社
会
資
本
整
備
は

進
ん
で
い
る
が
…

今後も、ひざつき合わせた懇談会を何回
も重ねていく予定です

地域の将来がかかっているだけに会場には
「説明の一言も聞きもらさない」という雰囲
気があります（高齢者コミュニティセンター）
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質
問

川
西
は
十
七
年
三
月
三
十
一

日
に
間
に
合
わ
せ
て
合
併
す
る
の

か
。
そ
う
と
す
る
と
、
準
備
に
最
低

二
十
二
か
月
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ

る
の
で
、
決
断
ま
で
あ
と
一
年
弱
く

ら
い
の
期
間
し
か
な
い
。
こ
の
間
に

い
か
に
し
て
住
民
意
識
を
集
約
し
て

い
く
の
か
。
そ
の
辺
の
情
報
提
供
を

し
て
も
ら
い
た
い
。

田
口
町
長

情
報
公
開
と
い
う
の
は

当
然
で
あ
っ
て
六
市
町
村
あ
る
い
は

四
市
町
村
の
協
議
の
中
で
決
ま
っ
た

こ
と
、
決
ま
ら
な
い
こ
と
、
問
題
点

な
ど
、
協
議
会
ご
と
に
広
報
等
を
通

じ
て
、
遅
滞
な
く
流
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

協
議
の
中
で
、
こ
れ
じ
ゃ
と
て
も

じ
ゃ
な
い
が
と
い
う
時
は
、
無
理
は

し
な
い
。
ど
う
で
も
十
七
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
で
な
く
て
も
い
い
と
思

う
。

質
問

合
併
特
例
債
に
つ
い
て
、
新

潟
、
黒
埼
の
場
合
は
、
黒
埼
に
全
部

か
け
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
け
れ

ど
も
、
こ
の
地
域
で
は
そ
う
は
な
ら

な
い
と
思
う
。
中
心
だ
け
う
ま
く
い

く
の
で
な
い
か
。

押
木
助
役

合
併
の
一
般
的
手
順
が

資
料
に
出
て
い
る
が
、
任
意
の
合
併

協
議
会
を
設
立
を
し
て
、
そ
こ
で
合

併
協
議
項
目
の
抽
出
、
あ
る
い
は
調

整
方
針
の
検
討
、
市
町
村
建
設
計
画

の
作
成
に
向
け
た
地
域
の
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
の
検
討
な
ど
と
あ
る
。
こ
れ
か

ら
の
妻
有
郷
を
ど
の
よ
う
な
地
域
に

す
る
か
と
い
う
よ
う
な
構
え
で
向
か

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
真
剣
に
協

議
を
し
て
い
っ
て
そ
の
中
で
ど
う
し

て
も
ダ
メ
だ
と
思
っ
た
ら
、
一
抜
け

と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。

意
見

十
日
町
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
に

つ
い
て
、
下
島
を
通
っ
て
い
け
る
よ

う
に
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
だ
。

ま
た
、
合
併
対
策
と
し
て
、
橘
地
区

と
し
て
協
議
会
を
作
っ
て
将
来
計
画

を
煮
詰
め
る
こ
と
も
必
要
だ
。

質
問

合
併
は
、
中
心
や
そ
れ
に
近

い
と
こ
ろ
が
早
く
良
く
な
り
、
周
辺

は
後
回
し
で
あ
る
。
川
西
の
財
政
が

ま
だ
良
い
の
で
あ
れ
ば
、
周
辺
の
町

道
整
備
な
ど
早
く
や
っ
て
も
ら
い
た

い
。

田
口
町
長

放
水
路
の
架
橋
は
、
町

道
と
し
て
は
難
し
い
。
合
併
を
絡
ま

せ
れ
ば
広
域
連
携
の
な
か
で
や
り
や

す
い
。

質
問

端
に
住
ん
で
い
る
と
な
か
な

か
い
い
事
業
が
こ
な
い
。
新
し
い
道

が
で
き
た
り
す
れ
ば
は
っ
き
り
と
事

業
の
成
果
を
感
じ
ら
れ
る
。
合
併
に

つ
い
て
は
、
へ
り
く
だ
っ
て
ま
で
は

し
た
く
な
い
。

田
口
町
長

合
併
は
、
簡
単
に
い
え

ば
人
減
ら
し
。
職
員
は
三
百
人
減
、

議
員
や
首
長
も
減
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
に
く

く
な
る
。
こ
れ
か
ら
は
パ
ソ
コ
ン
の

時
代
で
あ
る
。
各
種
証
明
は
郵
便
局

等
を
利
用
し
て
発
行
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。
合
併
す
れ
ば
必
ず
そ
う
な

る
。
し
か
し
、
相
談
事
は
十
日
町
に

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
い

う
不
便
さ
を
い
か
に
解
消
す
る
か

だ
。
ま
た
、
住
民
の
自
治
活
動
を
い

か
に
行
政
に
つ
な
げ
る
か
の
工
夫
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
。

住
民
主
体
の
合
併
問
題
検
討
組

織
と
し
て
「
市
町
村
合
併
問
題
検

討
委
員
会
」
を
設
置
す
る
予
定
で

す
。
委
員
の
定
数
を
概
ね
二
〇
人

と
想
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う

ち
三
分
の
一
程
度
の
委
員
を
公
募

し
ま
す
。

応
募
を
希
望
す
る
方
は
四
月
三

十
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先

〒
九
四
八
―
〇
一
九
二
　
川
西
町

役
場
総
務
課
市
町
村
合
併
担
当

☎
６
８
―
３
１
１
１（
内
３
０
２
）

平
成
十
四
年
度
の
事
業
方
針
決
定
（
後
編
）

―
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
や
映
像
作
品
の
公
募
を
実
施
し
ま
す
―
　

先
月
号
に
引
き
続
き
、
平
成
十
四

年
度
の
大
地
の
芸
術
祭
の
事
業
計
画

を
掲
載
し
ま
す
。
来
年
の
開
催
に
向

け
て
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
や
公
募
な
ど
で

多
彩
な
Ｐ
Ｒ
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
グ
ッ
ズ
開
発
や
交
通
機
関
な
ど

の
受
入
準
備
を
進
め
ま
す
。

●
越
後
妻
有
の
空
に
花
が
舞
い
ま
す

十
四
年
度
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
は
、

よ
り
大
き
な
話
題
を
つ
く
り
、
圏
域

外
か
ら
多
く
の
動
員
を
確
保
す
る
規

模
で
実
施
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
世

界
的
に
著
名
な
生
け
花
作
家
・
中
川

幸
夫
氏
の
花
を
使
っ
た
大
規
模
な
ア

ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま

す
。中

川
幸
夫
氏
作
品
「
花
坊
主
」

●
映
像
作
品
を
公
募
し
ま
す

昨
年
に
引
き
続
き
公
募
を
実
施
し

ま
す
が
、
よ
り
国
際
的
な
発
信
を
意

図
し
て
、
映
像
ジ
ャ
ン
ル
に
絞
っ
て

実
施
し
ま
す
。
入
選
作
品
は
第
二
回

大
地
の
芸
術
祭
の
会
期
中
に
圏
域
全

体
で
作
品
展
開
さ
れ
ま
す
。

●
よ
り
多
く
の
情
報
発
信
を
し
ま
す

海
外
に
対
す
る
広
報
活
動
を
強
化

し
た
り
、
口
コ
ミ
の
裾
野
を
広
げ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
美
術
以
外
の
分
野

に
対
し
て
も
、
情
報
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
、
共

通
パ
ス
を
制
作
し
、
協
働
者
や
美
術

関
係
者
、観
光
業
者
な
ど
に
配
付
し
、

周
知
を
図
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
や
更

新
頻
度
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
ま

す
。プ

レ
イ
ベ
ン
ト
時
や
作
品
制
作
・

ス
テ
ー
ジ
整
備
状
況
に
合
わ
せ
ツ
ア

ー
を
開
催
し
、
誘
客
活
動
に
努
め
ま

す
。

●
受
入
準
備
を
進
め
ま
す

共
通
パ
ス
や
グ
ッ
ズ
の
開
発
に
着

手
し
ま
す
。
来
訪
者
が
、
よ
り
効
率

的
に
芸
術
祭
を
楽
し
め
る
よ
う
、
交

通
シ
ス
テ
ム
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

●
こ
へ
び
隊
も
準
備

こ
へ
び
隊
の
再
組
織
を
支
援
し
、

活
動
に
必
要
な
補
助
を
行
い
ま
す
。

里
創
プ
ラ
ン 

里
創
プ
ラ
ン 

通信 通信 
29

中
心
だ
け
う
ま
く
い
く
の
で
は
…

合
併
は
、
簡
単
に
い
え
ば
人

減
ら
し

合
併
検
討
組
織
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
！
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くらしとけんこうくらしとけんこうくらしとけんこう

川
西
町
食
生
活
改
善
推
進
委
員

は
、
昭
和
四
十
一
年
に
栄
養
教
室

修
了
者
二
四
人
で
活
動
を
開
始
し
、

昭
和
五
十
年
川
西
町
食
生
活
改
善

推
進
委
員
協
議
会
を
設
立
し
て
現

在
ま
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
会
は
、
食
生
活
改
善
推
進
委

員
養
成
の
た
め
の
栄
養
教
室
で
食

生
活
栄
養
の
基
礎
、
生
活
習
慣
病

予
防
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
学

習
を
積
み
「
私
達
の
健
康
は
私
達

の
手
で
」
を
合
言
葉
に
食

生
活
を
通
し
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る

全
国
的
な
組
織
で
す
。

現
在
、
千
手
地
区
一
五

人
、
上
野
地
区
一
〇
人
、

橘
地
区
一
〇
人
、
仙
田
地

区
七
人
の
四
二
人
の
会
員

が
お
り
、
乳
幼
児
健
診
、

す
く
す
く
教
室
の
離
乳
食
や
お
や

つ
作
り
、
住
民
検
診
の
協
力
、
高

血
圧
予
防
の
た
め
の
減
塩
・
骨
粗

し
ょ
う
症
の
予
防
・
そ
の
他
生
活

習
慣
病
の
予
防
の
た
め
の
調
理
講

習
会
な
ど
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
健
康
づ
く
り
・
元

気
づ
く
り
講
習
会
（
ヘ
ル
ス
サ
ポ

ー
タ
ー
21
事
業
）
を
中
学
校
を
会

場
に
実
施
し
て
、
四
〇
代
か
ら
八

〇
代
の
女
性
三
一
人
と
会
員
三
四

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
習
会
の

内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

＊
食
生
活
改
善
推
進
委
員
活
動
の

紹
介食

生
活
改
善
推
進
委
員
の
活
動

内
容
を
知
ら
な
い
方
が
多
数
お
ら

れ
ま
し
た
。

＊
健
康
に
い
が
た
21
っ
て
何
？

県
民
の
一
人
ひ
と
り
が
、
積
極

的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

健
や
か
で
、
い
き
が
い
に
満
ち
た

生
活
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
策
定
し
た
健
康
づ
く
り
の

指
針

＊
Ｂ
Ｍ
Ｉ
で
肥
満
を
チ

ェ
ッ
ク

適
正
体
重
・
肥
満
度

の
計
算

＊
塩
分
は
意
識
し
て
う

す
味
に

減
塩
と
カ
リ
ウ
ム
を

摂
る
こ
と
の
必
要
性

＊
調
理
実
習

参
加
者
と
食
推
と
い
っ
し
ょ
に

実
習
を
し
て
試
食

一
日
を
終
了
し
て
、
参
加
者
か

ら
は
、
楽
し
か
っ
た
、
ま
た
実
施

し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
会
員
が
地
区

ご
と
に
研
修
を
重
ね
、
参
加
者
と

共
に
学
び
有
意
義
な
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し

て
食
を
通
し
て
の
健
康
づ
く
り
の

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

健
康
づ
く
り
・
元
気
づ
く
り

食
生
活
改
善
推
進
委
員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
の
活
動

ど
ん
な
活
動
が
対

象
に
な
る
の
？

自
主
的
に
行
う
先
進

的
、
創
造
的
な
ま
ち
づ

く
り
活
動
で
、
概
ね
次

の
よ
う
な
活
動
を
対
象

と
し
ま
す
。

①
ま
ち
づ
く
り
意
識
啓

発
活
動
（
講
演
会
、

研
修
会
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
各
種
計
画
策

定
な
ど
）

②
地
域
間
交
流
活
動

（
地
域
内
外
や
都
市

と
の
交
流
、
国
際
交

流
な
ど
）

③
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン

ト
（
演
劇
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
伝
統

芸
能
伝
承
活
動
な
ど
）

④
景
観
、
環
境
づ
く
り
（
広
場
整
備
、

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、
環
境
施
設
整

備
な
ど
）

⑤
そ
の
他
事
業
（
地
域
再
発
見
・
価

値
づ
く
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地

域
リ
ー
ダ
ー
育
成
な
ど
）

●
補
助
率
＝
補
助
対
象
経
費
か
ら
他

の
補
助
を
除
い
た
額
の
六
〇
％
以

内
●
補
助
対
象
経
費
＝
上
限
五
〇
万

円
、
下
限
五
万
円
。
た
だ
し
、
申

請
件
数
が
多
い
場
合
は
、
予
算
の

範
囲
内
に
お
い
て
補
助
金
額
を
調

整
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
今
ま
で
に
、
助
成
を
受
け
た
団
体

は
対
象
外
と
し
ま
す
。

花
の
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
団
体
へ
の
助
成
！

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
「
第
二

回
花
の
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
」「
第

二
回
花
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
」
を
開

催
し
ま
す
。（
詳
し
く
は
、
既
に
全

戸
配
付
済
み
の
Ｂ
４
版
の
カ
ラ
ー
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
そ
こ
で
、

積
極
的
に
花
づ
く
り
を
進
め
る
上
記

各
団
体
へ
「
花
の
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
応
募
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
そ
の
活
動
の
一
部
を
補
助
し
て

支
援
し
ま
す
。

●
補
助
率
＝
補
助
対
象
経
費
か
ら
他

の
補
助
を
除
い
た
額
の
六
〇
％
以

内
●
補
助
対
象
経
費
＝
上
限
二
〇
万

円
、
下
限
５
万
円
。
た
だ
し
、
申

請
件
数
が
多
い
場
合
は
、
予
算
の

範
囲
内
に
お
い
て
補
助
金
額
を
調

整
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
今
ま
で
に
、
助
成
を
受
け
た
団
体

は
対
象
外
と
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
開
発
課
地
域
政
策
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
６
８
―
３
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
６
８
―
３
８
２
８

ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業 

 平成14年度 平成14年度
 

花のアートコンクールで最優秀賞を受賞したなかまの家の作品

申
請
団
体
募
集
中
!!

町
で
は
、
町
内
の
ま
ち
づ
く
り
団

体
（
集
落
、
青
年
団
、
女
性
団
体
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
の
五
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
、

営
利
や
政
治
・
宗
教
活
動
を
目
的
と

し
て
い
な
い
も
の
）
が
、
自
主
的
に

行
う
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
し
て
、

そ
の
活
動
の
一
部
を
補
助
し
て
支
援

す
る『
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
』

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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桜
は
満
開
！

や
る
気
も
全
開

桜
の
開
花
前
線
が
記
録
的
な
早
さ

で
北
上
中
で
す
。
で
も
、
新
潟
県
で

は
、
い
っ
た
ん
県
北
ま
で
上
が
っ
た

前
線
が
反
転
、

南
下
し
て
よ
う

や
く
川
西
町
に

た
ど
り
着
き
ま

す
。役

場
に
も
新

し
い
花
が
咲
き

ま
し
た
。
四
月

一
日
付
け
で
採

用
に
な
っ
た
職

員
で
す
。

見
よ
、
こ
の

り
り
し
い
ツ
ラ

構
え
。
満
開
の
桜
も
い
か
ば
か
り
と

い
う
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
「
華
」
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
ね
。
職
場
で
見
か
け
た

ら
是
非
声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。一

人
ひ
と
り
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

（
①
氏
名
、
②
所
属
、
③
こ
ん
な

役
人
に
な
り
ま
す
）

写
真
手
前
右

①
尾
身
　
薫
　

②
住
民
福
祉
課
南
原
保
育
園

③
毎
日
元
気
に
遊
び
ま
す
！

※
も
ち
ろ
ん
、
遊
ぶ
の
は
「
子
ど
も

た
ち
と
」
で
す
。
残
念
な
が
ら
…

写
真
手
前
左

①
藤
田
朋
成

②
住
民
福
祉
課
住
民
係

③
目
立
た
な
い
と
こ
ろ
で
貢
献
す

る
、
い
い
人
に
な
り
ま
す
！

※
住
民
係
は
窓
口

の
最
前
線
で
、
か

な
り
目
立
ち
ま

す
。写

真
奥
右

①
藤
田
希
美
子

②
農
林
課
振
興
係

③
に
ぎ
や
か
に
、

誰
と
で
も
仲
良
く

や
っ
て
い
き
ま

す
！

※「
気
の
せ
い
か
、

役
場
で
見
か
け
た

よ
う
な
気
が
す
る
」
と
い
う
人
、

気
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
で
す
。

写
真
奥
左

①
柳
　
雅
士

②
総
務
課
財
政
係

③
皆
さ
ん
に
好
か
れ
る
役
人
に
な
り

ま
す
！

※
「
役
人
」
と
は
、「
役
に
立
つ
人
」

の
意
味
で
す
。
念
の
た
め
…

№12

一　般　分

申 請 団 体 場　所 事　業　の　概　要

平成13年度まちづくり活動支援事業実績一覧表

事業費内訳（円）

ひまわりグループ
代表　南雲ハツエ

他5人

中屋敷地内
松屋織物裏
…幹線沿…

（約225平方㍍）

≪目的≫　空き地の有効利用と景観作りによる仲間づくり。また、従来の花畑か
ら更にレベルアップし、アート感覚を極め、環境美化に役立ちたい。

≪内容≫　花の植栽、管理（次年度以降継続）

町補助金 30,000
事 業 費 51,111

三箇集落
（原田、根深、下原）
代表　藤田常徳

他18人

原田地内
…県道沿ミニポケッ
トパーク内…
（約95平方㍍）

≪目的≫　より良い景観や環境を作り、川西町の良さを啓発する。植栽や管理の
ボランティア活動を通して、地域の交流を図る。

≪内容≫　花の植栽、管理（次年度以降継続）

町補助金 150,000
事 業 費 279,791

熊野社神輿会
代表　山口康司

他101人

仁田地内
…北沢橋付近、県道
沿い2か所…
（約129平方㍍）

≪目的≫　地区活性化の一環として、沿道を美しく飾ることで環境の美化を図り
たい。

≪内容≫　花の植栽、管理（次年度以降継続）

町補助金 110,000
事 業 費 188,524

なかまの家
代表　村越家和

他50人

なかまの家入口付近
（約450平方㍍）

≪目的≫　社会福祉施設職員及び利用者が、花壇整備を媒介として、地域住民と
の交流を創出したい。

≪内容≫　周辺へﾍﾞﾝﾁを配置することでくつろぎの場を造る。花の植栽、管理
（次年度以降継続）

町補助金 108,000
事 業 費 192,631

川西町交通安全協
会婦人部
代表　北野一美

他11人

山野田地内
県道十日町千手線
古峯神社前

（約100平方㍍）

≪目的≫　川西町走行車輛に対する安全運転の意識付け及び町を明るくし、景観
にも役立たせたい。

≪内容≫　枕木を使った花オブジェ風にデコレーションし、そのまわりにレンガ
を使い交通安全花文字を描く。花の植栽、管理（次年度以降継続）

町補助金 200,000
事 業 費 387,483

上野彩りの散歩道
の会
代表　渡貫文人

他29人

上野交差点付近
（約70平方㍍）

≪目的≫　地域の中心部にある交差点を花のｵﾌﾞｼﾞｪで彩ることで、うるおいとや
すらぎのあるまちづくりに生かす。地域全体を花であふれさせる活動
のｼﾝﾎﾞﾙとする。

≪内容≫　「大地の芸術祭」で使われた作品の基礎を活用し、花彩るｵﾌﾞｼﾞｪを制
作管理する。花の植栽、管理（次年度以降継続）

町補助金 138,000
事 業 費 241,697

総事業費 1,341,237円 総補助金額 736,000円 補助率 54.9％

申 請 団 体 事業名・場所 事　業　の　概　要 事業費内訳（円）

南台町内会
代表　貴田健三

《事業名》
南台公園造成
（なかよし広場）
《場所》
南台町内

《目的》　交通安全（事故防止）のため子供の遊び場確保及び集合場所の造成。
《内容》　花壇延長　73ｍ　　張り芝　232ｍ

遊具（砂場１か所、滑り台１台、ブランコ１基、テント１張、ベンチ
8台、テーブル2台、平均台１か所、馬跳5か所、鉄棒3か所）

町補助金 496,000
事 業 費 849,870

花のアートコンクール分
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平
成
十
四
年
四
月
か
ら
次
の
事
業

に
つ
い
て
、
新
年
度
の
利
用
券
を
交

付
し
ま
す
。
今
ま
で
ご
利
用
さ
れ
て

い
た
方
、
ま
た
新
規
に
申
請
が
必
要

な
方
は
、
お
早
め
に
住
民
福
祉
課
福

祉
係
窓
口
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

◎
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
で
介

護
度
が
一
〜
五
の
方
、
身
体
障
害
者

手
帳
・
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

で
、
在
宅
で
介
護
が
必
要
な
方

●
助
成
対
象
用
品

◎
紙
お
む
つ

◎
尿
と
り
パ
ッ
ト

●
助
成
額

◎
所
得
税
非
課
税
世
帯
…

一
か
月
六
、
二
〇
〇
円
を
上
限

◎
所
得
税
課
税
世
帯
…

一
か
月
三
、
一
〇
〇
円
を
上
限

●
ご
利
用
方
法

町
で
指
定
し
た
取
扱
店
で
紙
お
む

つ
な
ど
を
購
入
し
た
場
合
、
金
額
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
一
か

月
の
購
入
額
が
上
限
に
満
た
な
い
と

き
は
、
そ
の
全
額
を
助
成
し
ま
す
。

●
取
扱
店

◎
清
水
薬
局

◎
佐
渡
屋
商
店

◎
金
久
商
店

●
申
請
に
必
要
な
も
の

◎
印
鑑

◎
対
象
者
の
介
護
保
険
証
、
ま
た
は

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

●
対
象
者

◎
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

で
一
級
、
二
級
の
方
（
下
肢
・
体
幹

障
害
者
は
三
級
ま
で
）

◎
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
Ａ
判

定
の
方

●
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社

◎
昭
和
交
通
株
式
会
社

◎
十
日
町
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

◎
明
石
交
通
株
式
会
社

◎
十
日
町
交
通
株
式
会
社

●
助
成
額

◎
タ
ク
シ
ー
一
回
の
利
用
に
つ
き
、

利
用
料
金
の
五
〇
％
を
助
成
。（
た

だ
し
、
利
用
料
金
の
五
〇
％
相
当
額

の
金
額
が
二
、
〇
〇
〇
円
を
超
え
る

と
き
は
、
こ
れ
を
限
度
と
し
ま
す
）

●
助
成
回
数

◎
年
間
十
二
回
ま
で

●
申
請
に
必
要
な
も
の

◎
印
鑑

◎
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳●
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
福
祉

係
（
☎
６
８
―
３
１
１
１
〈
内
線
２

０
１
〉）

リ
ハ
ビ
リ
教
室
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
か

町
で
は
、
脳
卒
中
や
そ
の
他
の
病

気
な
ど
に
よ
っ
て
、
機
能
訓
練
の
必

要
な
方
を
対
象
に
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
三
人
募
集

し
ま
す
。

●
開
催
日

毎
月
二
回
（
概
ね
第

二
・
四
金
曜
日
）
※
六
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
毎
回
一
か
ら
二
人
づ
つ
交

代
で
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
年
間
一
人
四
回
程
度
）

●
時
間

午
後
一
時
〜
三
時
三
十
分

（
一
日
実
施
の
日
が
三
回
あ
り
）

●
内
容

お
茶
の
準
備
、
訓
練
な
ど

の
補
助
、
参
加
者
の
話
し
相
手
、
後

片
付
け

●
募
集
締
切

四
月
二
十
五
日（
木
）

●
申
し
込
み

保
健
課
健
康
推
進
係

（
☎
６
８
―
３
１
１
１
〈
内
線
２
３

５
〉）

投票所入場券は、従来町内の嘱託員さんに配布
をお願いしていましたが、今回から『はがき形式
で郵送』されます。詳しくは、４月１日に全戸配
布したＡ３判のチラシをご覧ください。

▼ ▼ ▼ ▲ ▲ ▲お知らせコーナー

募

集

募

集

住民福祉課から 
お知らせ 

 

住民福祉課から 
お知らせ 

 

斎
場
の
受
付
方
法
が

変
わ
り
ま
し
た

斎
場
の
受
付
に
つ
き
ま
し
て

は
、
従
来
「
○
○
時
斎
場
着
」

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
四
月
一

日
か
ら
「
○
○
時
出
棺
」
と
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
受
付
時
間
】

八
時
・
十
時
・
十
一
時
・
十

二
時
・
十
四
時
・
十
五
時
・

十
六
時
（
九
時
・
十
三
時
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
）

な
お
、
十
六
時
の
利
用
に
つ

き
ま
し
て
は
、
極
力
避
け
て
く

だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

住
民
福
祉

課
住
民
係
（
☎
６
８
―
３
１
１

１
〈
内
線
２
０
２
〉）

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
助
成
事
業

参議院新潟県選出議員
補欠選挙

～投票所入場券が変わります～
はがき形式で郵送されます

投票日は

4月28日（日）です



23
14. 4.10 広報かわにし

⑧ 

「
星
名
家
雪
穴
」
の
巻

「
い
や
〜
、
子
ど
も
ん
ど
き
は
、

こ
こ
の
雪
で
冷
や
し
た
ス
イ
カ
や
瓜

を
よ
く
食
っ
た
も
ん
だ
て
。
味
？
は

っ
こ
く
て
う
ん
め
や
ん
そ
、
は
っ
は

っ
は
っ
は
…
」
と
星
名
家
第
十
五
代

の
星
名
四
郎
さ
ん
（
76
・
上
野
）
は
、

こ
の
ほ
ど
国
の

登
録
文
化
財
に

な
っ
た
雪
穴
に

立
っ
て
豪
快
に

笑
い
ま
す
。

星
名
家
は
、

ご
存
じ
の
と
お

り
、
川
西
町
は

も
と
よ
り
、
十

日
町
市
を
含
め

た
中
魚
沼
地
域

随
一
の
豪
農
・

豪
商
で
、
江
戸

時
代
に
は
各
地

の
大
名
と
も
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま

し
た
。

元
禄
時
代
に
酒
造
業
を
始
め
、
明

治
三
十
三
年
に
現
在
の
松
乃
井
酒
造

場
の
前
身
に
事
業
譲
渡
す
る
ま
で
、

敷
地
内
の
酒
蔵
で
「
稲
荷
山
」
銘
の

清
酒
を
造
っ
て
い
ま
し
た
。

雪
穴
は
、
こ
の
酒
蔵
の
冷
蔵
用
に

作
ら
れ
た
も
の
で
、
縦
横
六
㍍
、
深

さ
三
㍍
、
壁
面
は
玉
石
積
み
で
崩
落

を
防
い
で
い
ま
す
。
底
は
水
が
た
ま

ら
な
い
よ
う
に
排
水
構
造
と
な
っ
て

い
て
、
現
在
も
そ
の
機
能
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

雪
室
と
し
て
利
用
し
て
い
た
当
時

は
、
雪
の
上
に
ト
バ
（
藁
を
簡
単
に

編
ん
だ
も
の
）
を
か
け
、
藁
葺
き
の

小
屋
を
建
て
て
食
糧
品
の
貯
蔵
や
雪

の
切
り
出
し
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

酒
造
を
止
め
て

か
ら
は
、
毎
日

こ
こ
の
雪
を
住

宅
の
雪
穴
に
運

び
、
冒
頭
の
ス

イ
カ
や
瓜
、
鮮

魚
な
ど
を
冷
や

し
て
い
ま
し

た
。冷

蔵
庫
が
普

及
す
る
ま
で
は

鮮
魚
店
に
も
貸

し
出
し
、
地
域

の
人
た
ち
の
看

護
用
に
も
提
供
し
て
い
ま
し
た
。

文
化
財
と
し
て
は
、
国
重
要
文
化

財
の
住
宅
、
蔵
六
棟
、
茶
室
二
棟
、

敷
地
に
続
く
も
の
で
す
。

「
実
際
に
使
わ
い
れ
ば
い
い
ど
も

の
…
」文
化
財
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

本
来
の
雪
穴
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
せ
な
い
か
と
、
星
名
さ
ん
は
ア

イ
デ
ア
を
募
っ
て
い
ま
す
。

★
ほ
っ
く
ん

五
周
年
感
謝
デ
ー

◎
日
時

四
月
二
十
一
日
（
日
）

午
前
十
時
〜
午
後
三
時
三
十
分

◎
場
所

六
日
町
駅
・
六
日
町
車
両

基
地

◎
内
容

特
急
・
普
通
電
車
展
示
、

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
、
ち
び
っ
こ
広
場

★
お
か
げ
さ
ま
で
五
周
年

ほ
く
ほ
く
マ
イ
レ
ー
ル
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ほ
く
ほ
く
大
島
・
虫
川
大
杉

う
ら
が
わ
ら
駅

Ｂ
Ｓ
Ｎ
ラ
ジ
オ
「
か
ぎ
と
み
徹
の
熱

烈
！
ラ
ジ
オ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
」
で
公
開
生

放
送
さ
れ
ま
す
！

大
桶
ゴ
ロ
ゴ
ロ
、
フ
ー
ド
フ
ァ
イ

タ
ー
、
豚
の
丸
焼
き
、
三
駅
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
や
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

◎
日
時

五
月
三
日
（
祝
）

午
前
十
時
〜
午
後
三
時
三
十
分

◎
場
所

三
駅
駅
前
広
場

★
記
念
グ
ッ
ズ

手
拭
い
、
ほ
っ
く
ん
風
船
、
ほ
っ

く
ん
着
ぐ
る
み
、
開
業
五
周
年
イ
メ

ー
ジ
ポ
ス
タ
ー
な
ど
五
周
年
記
念
グ

ッ
ズ
を
作
成
し
ま
し
た
。
沿
線
で
の

イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
配
布
し
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

◎
ほ
く
ほ
く
線
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.hokuhoku.co.jp

◎
北
越
急
行
営
業
開
発
室

☎
０
２
５
７
―

５
０
―

１
２
５
１

▼ ▼ ▼ ▲ ▲ ▲お知らせコーナー

★
相
田
み
つ
を
展

◎
日
時

四
月
二
十
六
日
（
金
）

〜
五
月
八
日
（
水
）

午
前
十
時
〜
午
後
五
時
　

※
二
十
六
日
は
、
午
後
一
時
開

場
・
最
終
日
は
、
午
後
三
時
閉

場
。
ご
入
場
は
、
閉
場
三
十
分

前
ま
で
。

◎
場
所

ま
つ
だ
い
駅

ふ
る
さ
と
会
館

◎
入
場
料

当
日
三
〇
〇

円（
前
売
り
二
〇
〇
円
）

※
中
学
生
以
下
無
料

◎
前
売
券
発
売
締
切
　

四
月
二
十
五
日
（
木
）

ま
で

◎
前
売
券
取
扱
窓
口

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
市
町

村
役
場
並
び
に
沿
線
市

町
村
主
要
観
光
施
設

◎
展
示
内
容

書
三
八
点
、
詩
五

点
◎
問
い
合
わ
せ

（
十
日
町
市
商

工
観
光
課
内
）
ほ
く
ほ
く
線
沿

線
地
域
振
興
連
絡
協
議
会
事
務

局
（
☎
５
７
―
３
１
１
１
〈
内

線
２
６
９
〉）
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Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

ま
ち
の
話
題

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

ＴＯＰＩＣＳ　まちの話題 ＴＯＰＩＣＳ

3月2日、3日第16回かわにし雪まつ
りが行われました。恒例の「ミニSL試
乗会」「仮装10人11脚レース」に加え、
新企画の「スノーアートステージ」「雪
上ベイブレード大会」など、2日間で延
べ4000人の観客が訪れました。
今回も大成功で幕を閉じた雪まつりの

一部をご紹介します。

見
よ
！
こ
の
ひ
と
だ
か
り
!!
大
人

気
だ
っ
た
ベ
イ
ブ
レ
ー
ド
大
会

屋
台
村
か
ら
、「
売
れ
行
き
は
？
」

「
絶
好
調
！
」

観
客
を
魅
了
し
た
、
幻
想
的
な

「
メ
グ
ミ
・
大
場
の
世
界
」

気
分
も
眺
め
も
最
高
の
ミ
ニ
Ｓ

Ｌ
。
や
み
つ
き
に
な
る
子
も
…

▲気分は“モーニング娘。”

▼堂々とした振る舞いの「仙田子
供樽太鼓」 ▼アマチュア無線クラブのみなさん

▼大人顔負けのダンスを披露

▲最優秀賞に輝いた小白倉白進会の「夢とロマン」 ▲優秀賞　木落三嶋会の「恩返し」

▲橘小5年生の「2002年
は馬の年だ!!」

かわに
し雪まつりかわに
し雪まつりかわに
し雪まつり

▲
▲

▲
▲
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ＴＯＰＩＣＳ　まちの話題 ＴＯＰＩＣＳ

①

②

③

④

⑤

仮
装
十
人
十
一
脚
レ
ー
ス

●
大
人
の
部
よ
り

①
第
一
位
「
い
い
湯
だ
な
」

②
仮
装
部
門
賞
「
中
仙
田
百
円
会
仮

面
ラ
イ
ダ
ー
Ｖ
１
０
０
」

③
ハ
ッ
ス
ル
部
門
賞
「
プ
リ
テ
ィ
ー

お
ひ
な
さ
ま
」

④
お
笑
い
部
門
賞
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

青
年
部
」

●
子
供
の
部
よ
り

⑤
「
ア
ユ
レ
デ
ィ
？
Ｇ
Ｏ
!!
」

一足早く春を満喫！
「
わ
ー
、
き
れ
ー
い
！
！
」

三
月
二
十
二
日
、
上
野
保
育
園
で
人
形
芝
居
「
福
丸
座
」

（
仁
田
／
井
島
久
志
さ
ん
）
に
よ
る
『
二
匹
の
か
え
る
』
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
公
演
が
あ
り
ま
し
た
。

二
匹
の
か
え
る
に
よ
る
素
朴
な
掛
け
合
い
が
分
か
り
易

く
、
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
。
春
が
訪
れ
る
シ
ー
ン
で
は
、

毛
虫
か
ら
蝶
へ
成
長
す
る
過

程
が
美
し
く
演
出
さ
れ
、
目

を
凝
ら
し
て
見
て
い
た
子
供

た
ち
か
ら
、
一
斉
に
歓
声
が

沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

春
の
訪
れ
の
よ
う
に
「
ほ

ん
わ
か
」
あ
っ
た
か
く
な
る

井
島
さ
ん
の
作
品
。
も
う
す

ぐ
完
成
す
る
二
作
目
が
楽
し

み
で
す
。

子どもたちに人形芝居の説明を
する井島久志さん

3月5日、総合セ
ンターで、来年実
施される第2回大
地の芸術祭の中子
ポケットパーク整
備案公募で、80
組近い応募の中か
ら当選した作家ト
ゥー・ザ・ウッズ
（森口雅浩、森口芙

代）さんの、当選プラン説明会がありました。
作品名は「ベリースプーン」で、中子大地の

一角にブルーベリーやラズベリーなどが育つ
公園を作り、地域の人たちの手で栽培からジ
ャムの生産販売まで行おうというものです。
当日は、森口さんたちのほか、東京都青梅

市でベリーの観光農園を経営する関塚さんご
夫妻も駆けつけ、ベリーの持つ魅力や、農業、
特産品、起業への可能性を多方面にわたって
解説しました。
今後も、参加者を募ったり、事業を知って

もらうためのワークショップを開催していく
予定です。

「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
」
を
作
ろ
う
！

大
地
の
芸
術
祭
　
公
募
作
家
が
提
案

プランの説明をする森口芙代
さん（右）と森口雅浩さん（左）
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ＴＯＰＩＣＳ　まちの話題 ＴＯＰＩＣＳ

三
月
二
十
一
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
「
大
相
撲

講
演
川
西
場
所
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
青
年
組
織
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
と
㈱

ま
ち
づ
く
り
川
西
が
共
催
し
て
実
施
し
た
も
の

で
、
大
相
撲
の
実
況
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
あ
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
新
潟
放
送
局
の
政
野
光
伯
氏
を
招
い
て
の
講
演

会
や
、
藁
を
使
っ
て
の
体
験
事
業
、
一
品
持
ち
寄

り
の
交
流
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
相
撲
の
各
部
屋
の
土
俵
の
俵
の
多
く

が
、
白
倉
し
め
縄
生
産
組
合
（
田
中
武
組
合
長
）

で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
今
回
の
催
し
の
契
機

と
な
り
ま
し
た
。

政
野
氏
の
「
貴
乃
花
が
怪
我
を
お
し
て
優
勝
し

た
と
き
の
秘
話
」
に
引
き
込
ま
れ
た
参
加
者
は
、

続
い
て
藁
ぞ
う
り
や
リ
ー
ス
づ
く
り
を
楽
し
ん
だ

あ
と
、
ず
ら
り
並
ん
だ
一
品
持
ち
よ
り
の
「
ご
っ

つ
お
」
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

政野アナウンサーの軽妙な語り口にみん
な聴き入りました

川西中学校の3年生が絵本を作って南原保育園の
園児たちに披露しました。
これは、幼児と直接触れ合うことを通して、子ど

もたちの心身の発達を理解しようとすることを目的
に、技術・家庭科の保育領域学習の一環として実施
されたものです。
中学生たちは、最初は自分が作った絵本がはたし

て園児たちに受け入れられるかどうか不安そうでし
た。でも、クイズ形式での問いかけや、楽しいキャ
ラクターが出るたびに歓声を上げる子どもたちに元
気づけられ、
次第に調子も
上向いていき
ました。
そして、最

後は生徒と園
児が一体にな
って楽しんで
いました。

人気です！「手づくり絵本」

子どもたちの反応の良さに、中学生た
ちも手応えを感じていたようです

大
相
撲
が

や
っ
て
き
た

川西町誕生45周年を記念して「かわにし」のロゴ
マークが作成されました。
デザインをしてくれたのは、当町山野田出身で東京

で活躍中のカリグラファー（商業書道家）、平野壮弦
（本名平野治人）さん。
今年開催されるサッカーワールドカップの公式エン

ブレム毛筆バージョンをデザインしたことで知られる
平野さんは、昨年11月にオープンした千手温泉千年
の湯のロゴマークも手がけました。
「アメリカ行きの仕事が入って」寸暇も惜しむほど
の超過密スケジュールの中で、ふるさとのために数百
枚を書き上げ、指で書いたものも含め、5点の作品を
仕上げてくださいました。
その中から、「親しみのもてるデザインの中に斬新

性、発展性が感じられ、躍動する地域をイメージ」さ
せるこのロゴマークが選ばれました。
「かわにし」の「わ」は、町民の「和・輪」を、「し」
は「信濃川・渋海川」をそれぞれイメージして表現さ
れています。
このロゴマーク、今月号の広報の題字に早速使われ

ましたが、今後、封筒やパンフレットなど町で発行す
る印刷物や看板等に続々登場する予定です。

「かわにし」ロゴマークができました！

三
月
十
五
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で

川
西
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

の
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
約
二
〇
〇
人
の
参
加

者
が
詰
め
か
け
、
川
西
町
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
活
発
さ
を
象
徴
し
て

い
ま
し
た
。
現
在
、
同
協
議
会
に
加

盟
し
て
い
る
団
体
は
二
五
、
登
録
者

は
一
、一
二
九
人
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、

近
隣
地
域
と
比
較
し
て
圧
倒
的
に
多

い
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

田
口
町
長
も
出
席
し
た
「
川
西
町

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
課
題
と
展
望
」

と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、「
町
を
誇
り
に
思
う
」「
活

動
に
喜
び
が
あ
る
」「
担
い
手
に
男

性
が
少
な
い
」「
後
継
者
育
成
が
課

題
」な
ど
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
、

終
始
熱
気
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

圧巻！1,000人を越える
ボランティア人口

総
合
セ
ン
タ
ー
の
大
ホ

ー
ル
が
満
席
に
な
っ
た

総
会
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休日救急医
14月28日 大 坪 医 院

（十日町市四日町新田）
☎ 57－6100

〃 上 村 病 院
（中里村田沢）
☎ 63－2111

29日 本町クリニック
（十日町市本町３）
☎ 50－1160

15月 3日 田 中 外 科 医 院
（十日町市田中町本通）
☎ 52－2403

1 4日 庭 野 医 院
（十日町市寿町４）
☎ 52－2711

1 5日 川西町国保診療所
（川西町高原田）
☎ 68－2034

1 6日 山 口 医 院
（十日町市袋町中）
☎ 52－2174

〃 中 条 病 院
（十日町市北原）
☎ 57－3018

12日 た か き 医 院
（十日町市土市第５）
☎ 58－2361

■表紙の写真

千年の湯の周辺で、新しい地域
ビジネスを始める「千年の市」関
係者のみなさんです。
長年培った自慢の商品にさらに

磨きをかけたり、全く新しい分野
に挑戦したり、グループで楽しみ
ながら出店したりと、形はさまざ
まですが、みなさんの思いは共通
です、「賑わいの場をつくろう」と。

あなたのまわりの「耳寄りな話」
「広報かわにし」では、みなさ
んのまわりの話題を募集します。
近所で話題になっていること

や、日ごろ考えていること、詩作、
エッセイ、写真、イラスト何でも
結構です。可能な範囲で読者のみ
なさんのコーナーで紹介したいと
考えています。
封書でも、はがきでも、「お寄せ

くださいまちづくりの提言」のは
がきを利用していただいても結構
です。
「住所」「氏名」「電話番号」を
明記のうえ、どしどし〒948-
0192川西町役場総務課文書広報
係までお寄せください。

昇
天
―
ご
め
い
福
を
祈
る

丸
　
山
　
栄
　
子
　
55
（
重
　
信
）
根
　
深

水
　
落
　
邦
　
雄
　
81
（
本
　
人
）
仁
　
田

登
　
坂
　
智
　
子
　
54
（
道
　
大
）
岩
　
瀬

田
　
村
　
チ
ャ
ウ
　
99
（
一
　
策
）
鶴
　
吉

押
　
木
　
ハ
　
ツ
　
83
（

貢
　
）
元
　
町

滋
　
野
　
リ
ャ
ウ
　
96
（
義
　
雄
）
野
　
口

大
　
野
　
　
　
良
　
88
（
喜
　
教
）
大
白
倉

和
　
田
　
耕
　
一
　
79
（
荘
　
太
）
仁
　
田

う
ぶ
声
―
お
す
こ
や
か
に

貝
　
瀬
　
　
も
も
か
　
　
禎
　
　
　
発
電
所
通
り
西

ゆ
か
り

高
　
橋
　
　
　
叶か

の

大
　
和

伊
　
友

奈
　
美

中
　
條
　
　
美み

咲く

武

伊
　
友

広
　
子

星
　
野
　
　
流
音
威

る

ね

い

健

南
　
台

友
　
紀

片
　
桐
　
　
紫し

苑お
ん

洋
　
介

赤
　
谷

理
　
恵

桑
　
原
　
　
千ち

尋ひ
ろ

清
　
司

発
電
所
通
り
西

志
津
江

（
３
月
１
日
〜
31
日
届
け
出
順
）

高
崎
正
風
選

雛
の
灯
に
口
紅
赤
く
孫
の
客

み
し
み
し
と
薄
氷
猫
が
踏
み
行
け
り

春
雪
や
鉄
骨
錆
し
工
場
跡

頂
き
し
彼
岸
の
餅
の
ま
だ
温
く
し

上
町
　
高
橋
　
願
似

南
朝
を
偲
ぶ
小
径
の
蕗
の
薹

酒
に
名
を
貸
し
て
八
海
山
ね
む
る

極
楽
に
一
番
近
き
日
向
ぼ
こ

新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

雪
に
置
く
足
跡
こ
れ
は
新
聞
屋

妻
の
言
う
話
を
聞
き
し
寒
さ
か
な

烈
風
に
春
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
い
け
り

霜
条
　
星
名
　
星
光

東
京
へ
明
日
は
届
か
ん
雪
大
根

着
ぶ
く
れ
て
長
岡
行
の
バ
ス
を
待
つ

犬
の
名
の
太
陽
花
子
年
賀
状

中
屋
敷
　
金
子
　
鉄
平

酒
に
名
を
つ
け
た
る
越
の
山
笑
ふ

雪
語
る
と
き
に
は
越
後
訛
か
な

練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

土
手
に
萌
ゆ
土
筆
の
丈
の
そ
れ
ぞ
れ
に

水
仙
の
芽
が
雪
解
を
待
ち
き
れ
ず

山
野
田
　
中
條
　
石
平

語
ら
い
の
輪
を
広
げ
つ
つ
春
す
ず
め

願
か
け
し
方
位
は
吉
や
お
水
取
り

杉
並
区
　
根
津
　
晴
代

梅
園
の
盛
り
の
下
の
昼
餉
か
な

つ
ぶ
ら
な
る
蕗
の
薹
取
る
彼
岸
入
り

八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

入
園
の
ど
の
子
も
赤
き
頬
を
し
て

声
あ
げ
て
か
げ
ろ
う
追
え
る
三
輪
車

野
口
　
村
越
　
由
喜

初
物
の
ふ
き
の
と
う
食
べ
春
を
知
る

合
格
の
通
知
や
子
等
に
春
の
来
し

霜
条
　
蔵
品
ハ
ツ
エ

春
い
よ
ゝ
乙
女
心
と
な
り
に
け
り

よ
も
ぎ
摘
み
春
の
香
り
を
御
仏
に

田
中
　
石
澤
　
澄
代

リ
ハ
ビ
リ
の
百
歩
と
な
り
ぬ
日
脚
伸
ぶ

春
め
く
や
小
川
の
稚
魚
の
影
あ
り
て

足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

あ
た
た
か
や
干
し
た
る
布
団
匂
い
よ
し

浅
葱
の
黄
色
く
伸
び
し
雪
間
か
な

小
白
倉
　
田
中
　
優
美

ふ
き
の
と
う
汁
に
浮
か
べ
し
朝
餉
か
な

彼
岸
荒
れ
も
て
来
し
鉢
の
雪
を
掃
く

山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

雪
解
風
頬
に
つ
め
た
き
川
下
り

旅
立
つ
娘
送
り
し
駅
の
春
寒
し

岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

泣
き
笑
い
し
て
夫
婦
雛
五
十
年

春
一
番
老
い
た
る
吾
れ
を
ゆ
さ
ぶ
り
て

印
西
市
　
小
林
　
徳
平

た
わ
む
れ
の
如
く
に
消
え
し
春
の
雪

春
雨
や
今
日
学
校
の
離
任
式

小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

う
ら
う
ら
と
春
め
き
し
陽
の
上
り
け
り

鴬
の
日
和
定
ま
る
声
の
張
り元

町
　
田
畑
　
吉
治

戸
籍
の
窓
か
ら （

敬
称
略
）

福
祉
に

小
野
塚
ミ
ツ
（
中
央
町
）

五
万
円

一
般
に

吉
楽
　
尚
生
（
中
央
町
）

十
万
円

善 

意 

お寄せください！
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（
５
月
号
は
千
手
小
学
校
で
す
）

タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
ー
で
雪
を
寄
せ
て

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
で
飛
ば
す
。
あ

あ
、
早
春
の
排
雪
作
業
か
。
い
や
違

う
、
ロ
ー
タ
リ
ー
は
建
物
の
中
に
雪

を
飛
ば
し
て
い
る
が
、
は
て
…

実
は
こ
れ
は
、
仙
田
体
験
交
流
館

の
雪
室
に
雪
を
詰
め
て
い
る
と
こ

ろ
。
米
や
そ
ば
、
野
菜
な
ど
の
貯
蔵

の
ほ
か
、
交
流
館
の
冷
房
に
も
利
用

さ
れ
る
。
量
は
九
五
〇
㎥
、
平
均
的

な
小
学
校
の
教
室
の
約
七
杯
分
に
あ

た
る
。

星
名
家
の
雪
穴
は
、
約
一
〇
〇
㎥

で
酒
蔵
の
温
度
調
整
、
冷
蔵
、
救
急

な
ど
の
機
能
を
三
百
年
に
わ
た
っ
て

果
た
し
て
き
た
。
雪
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
が
決
し
て
新
奇
な
も
の
で
な
い

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

今
年
策
定
さ
れ
る
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
雪
が
ど
う
位
置
づ

け
ら
れ
る
か
…
期
待
し
た
い
。
○わ

159

〈
川
西
中
学
校
〉

▲「いってきます」
3年生　登 坂 泰 子さん

▲「勉強中」
3年生　小 林 儀 樹さん

▲「空きカン」
2年生　川 崎 将 幸さん

▲「じゃあね、また明日」
3年生　丸山由香里さん

▲「ペンケース」
2年生　高 橋 直 一さん

【木版画（多色刷）2年生】
右上から時計周りに

「友だち」 星 名 千 恵さん

「星のささやき」 稲 田 　 葉さん

「魚」 星 名 　 拓さん

「ゆり」 平野亜由実さん

「いわな」 星 名 道 憲さん

▲
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